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れた太陽コンサルタンツ(秩)土屋晴男､および岩本彰の2名によって1995年
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発計画｣ ､ ｢農地造成計画｣および｢ダマスカス大学農学部研究所建設･拡充

計画｣に係る調査結果をとりまとめたものである｡

我が国は､シリアが中東和平当事国として和平達成の鍵給お握る重要な国で

あること､近年､我が国を含む西側重視の外交スタンスを強めていること等に

鑑み､各形態によるoDAを実施している｡このような状況の中で国民の約5割

以上が居住する農村地域に対する開発と､農業生産の向上や近代化を誘導する

農業分野に対する開発はシリアにとって極めて重要である｡このため本報告は､
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れている優先案件を提案するものである｡

なお､本調査実施にあたっては､シリア政府関係各位と日本国大使館 山本

英明 専門調査員および国際協力事業団 小森 毅 事務所長はじめ専門家の

皆様に多大なご支援を賜りましたことをここに記し､深く感謝申し上げます｡
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l.背景

シリア国は､チグリス･ユーフラテスの大河に抱かれて古代文明が発祥し繁栄

した5,000年にも及ぶ歴史の国であるが､紀元元年前後から東西強国の制服､支

配､属領が繰り返されたため､真の独立を果たしたのは第2次世界大我後の1946

年4月のことであった｡

独立後は複雑なアラブ諸国の中にあって常にアラブの大義を掲げ､アラブ連盟

の座をねらって強硬路線を貫き､ 1960年頃からはソ連東欧と緊密な関係を続け､

社会主義政策を取ってきた｡しかし､ソ連東欧の体制崩壊により経済支援の通が

たたれ､アラブ諸国内の関係変化から､ 1988年からはアラブ支援も閉ざされ､自

由主義陣営への傾斜を強めざるを得ない事態になっている｡ 1990年の湾岸危機か
ら戦争への一連の情勢の中で､シリアはそれまでのイラクとの同盟関係を破棄し

て中立を守り､西側に同調した｡この姿勢転換はアメリカ､日本､ EU諸国など

の認めるところとなり､中近東の緊張緩和を促進することにつながった｡その後

も､更に新しい経済交流の道を模索しているところである｡

このような状況の中､本業務はシリアにおける農業事情､特に農業開発計画､

政情と市場性､各国の経済協力の現状､経済投資の可能性等を調査･分析したも

のである｡

現在は､シリアの経済以前に世界規模の経済停滞が言われており即時の効果は

期待できないにしろ､景気の回復に従ってシリアの市場は活発な動きを始めるこ

とは確実である｡その理由は､世界28番目の大河ユーフラテス川を持ち農業国と

して再び繁栄の道を強く求めていること､中近東､アラブ諸国の中で日本の資金

援助と技術に熱い期待を寄せていることを､政府関係者が明言しているからであ

る｡

日本政府も中東和平をにらみながら､今後の援助の拡大の方向を模索中である｡

また特に､農業開発案件への関心は高く､最近実施されている食糧増産援助に続

き､農業開発マスタープラン調査など､大型の開発調査案件について協力を開始

するとの情報もあり､今後もフォローすることが極めて重要である｡

-
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ll.現況

1.自然条件

1.1 位置および地勢

シリア･アラブ共和国(syrianArabRepublic)は中近東のアラブ諸国の中では､

最も北に位置し､面積は185,180kd (わが国のほぼ1/2)で､北緯32-37度､東
経35-42度に分布するo北はトルコ､東はイラク､南はヨルダン､西はイスラ

エル､レバノンの5か国に国境を接する｡北西部の約180kmの海岸により､僅かに

地中海に面している｡首都ダマスカスは標高724mにある｡

地形的には国土を南北に縦断する山脈により､狭隆な西部地帯と広大な東部と

に分断されている｡北部から東南部にかけて､ユーフラテス川が流下している地

域は広い台地が形成され､東に行くに従って低くなっているが､その台地の南側

は砂漠である｡

国土はその位置と地形によって､地中海沿岸地域､地中海沿い山脈地域､内陸

平原地域､東南砂漠地域の以下の4つの地域に分類されている｡

(1)地中海沿岸地域:地中海東岸180kmとその背後に平行する山脈に挟まれる､

幅20-30k皿の海岸平野と丘陵地域である｡気候は温暖で､農

業(果樹､園芸)
､工業(発電､石油精製等) ､港湾(運輸､

漁業等)の中心となっている｡

(2)地中海沿い山脈地域:地中海の海岸線と平行に南北に走るエランサリ山脈

(標高1,564m)
､シヤルキ(標高2,814m)等の山脈から成る

地域で､地形は急峻で冬期には積雪もあり年間1,000mm以上の

降水がある｡

(3)内陸平原地域:山脈地域の東に広がる平原､丘陵地域で､山脈と河によって

ダマスカス､ホムス､ハマ､アレッポ､ラッカ､ハツサケに区

分されており､これらの平原が特徴ある農業地帯を形成してい

る｡この地域を､北のトルコに源を発し南のイラクに流下する

世界第28番目の大河､ユーフラテス川(流域面積765,000knf､

延長28,000k皿)が貫流する｡

(4)東南砂漠地域:国土の東南部イラク､ヨルダン国境に沿って広がる砂漠地帯

で､年間降水量は250mm以下で農業には不向きな地域で､一部

遊牧等に利用されるだけである｡
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1.2 気 候

シリアの気候はその地形に大きな影響を受けており､気候区分も地勢分類とほ

ほ一致し､以下に示すように分類されている｡湿度や温度の極端な変動を緩衝す

る地中海の影響は西側の山脈により制限を受け､中部および東部の気候は極めて

大陸的な性質を示している｡

(1)地中海沿岸地域:シリアで最も望ましい気候で､多雨の冬期､高温で湿度の

高くなる夏期､それらを結ぶ短い2つの移行期がある｡

(2)地中海沿い山脈地域:標高1,000m以上の山脈地帯では､降雨､降雪の多い

冬期には1,000mm以上の降水があり､夏期は程よい気候となる｡

(3)内陸平原地域:比較的雨の多い冬期と､高温乾燥の夏期が特徴である｡夏

は気温の日較差が大きく､これは-般的に天水農業には有利で

ある｡

(4)東南砂漠地域:冬期もほとんど降雨がなく､高温乾燥の夏凱大きな気温の

日較差が特徴である｡

ダマスカスの一般的な気候状況を表1.1に示す

表1.1 ダマスカスの一般気象

項目 月

平均

気温

降水
Eヨ

巨ヨ

平均

湿度

1 2 3 4

(北緯33o 20′東経36o 14′ 高度724m)

5 6 7 8 9 10 ll 12 年

(℃) 7･7 9･1 11･0 16･6 21･4 25･1 27･2 27･6 24･4 20･6 13.5 8.7 17.8

(m) 54 39 29 15 6 0 o o o 5 26 60 234

(o/o) 72 64 56 46 39 36 36 38 42 44 60 72 50

1･3 河 川

(出典:理科年表)

シリアで最も重要な河川はユーフラテス川である｡この固の仝水資源量の800/.

を占めるユーフラテス川はトルコに流れを発し､シリアの東部乾燥地域を貫流し

てイラク領にに流入する｡この川の左岸にはバリク川とカブール川がトルコに流

-3
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れを発して､ユーフラテス川に合流する｡カブール川の更に東､シリアの最東北

部に位置するチグリス川は､シリア､トルコ､イラクの国境を流れている｡次に

重要な河川はオロンテス川である｡この川はレバノン山脈に源を発して､シリア

西部を北に流れ､トルコに流入する｡オロンテス川はホムスやガ-プ地域の藩概

に重要な役割を果たしており､シリアの穀倉地帯を形成している｡

山岳地域から地中海に注ぐ河川はカビール川､シン川などがある｡これらの河

川も藩概に利用されているが､洪水に見舞われる可能性の高い河川である｡レバ

ノン山脈に源を発して東に向かって流れ､砂漠に消える河川も存在する｡それら

の中で重要な河川はダマスカスを貫流しているバラダ川であり､昔からダマスカ

スの繁栄を支えてきた｡また､国土の最南部を流れるのはヤルムーク川であり､

ヨルダン川に流入して商流する｡農業生産に重要な役割を果たすこれらの河川の

位置図を図1-1に示す｡

図1-1国土と主要港概計画地域
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2.社会

2.1 歴史と社会一般

シリア国の成立の歴史は古く紀元前3,000年にも及び､ダマスカスは旧約聖書

にも記される世界最古の都市として知られている｡紀元前12世紀には､シリアの

原型としてアラム族の王国が繁栄していた｡

シリアの地は古代から通商と東西文化の要衝であったため､常に東西強国の征

服､支配､属領の繰り返しが続き､紀元前8世紀のアッシリア､前7世紀の新バビ

ロニア､前6世紀のペルシャ帝国､前4世紀のアレクサンダー大王､ローマ帝国を

経て､紀元4世紀以降のビザンチン帝国と続いた｡紀元7世紀には､アラブ民族に

よるサラセン帝国の樹立の歴史もあるが､ 13世紀以降､十字軍､モンゴルの侵略､

16世紀以降400年はオスマン･トルコの支配が続いた｡

1920年､ようやくイギリスの援助でシリア王国が建国されたが､数か月でフラ

ンスが進駐し委任統治したo シリアが念願の独立を果たしたのは､第2次世界大

戦後の1946年4月である｡現代史においても､独立後4次に亘り中東戟争を戦い､

国内では数次のクーデタ-を繰り返し､政権が安定したのは1970年11月に無血クー

デタ-でアサド現大統領が政権に就いてからである｡シリアは1960年代から､ソ

連との関係強化政策を採ってきたため､ソ連崩壊後の現在､匡l際関係の再構築を

模索している段階である｡

2.2 人口

人口動態に関する政府統計による､ 1991年年央値は次の通りである｡

全人口:12,529,000人

男: 6,400,000 (51.1%) 都市 6,335,000 (50.6%)

女: 6,129,000 (48.9~%) 農村 6,194,000 (49.4%)

過去5か年の平均人口増加率:+3.4%

10才以上の識字率(1989年) :男女77.2% (男87.8%､女66.2%)

人口密度:67.7人/kd

2.3 民族､言語等

民族:アラブ人85%､アルメニア人5%､クルド人3%､

パレスチナ人3% (パレスチナ難民27万人)

言語:公用語はアラビア語(外国語として英語､仏語､一部に露語が通用

する)
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宗教:イスラム教85% (スンニー派70%)､キリスト教13%

教育:義務教育

初等教育

専門教育

高等教育

3.政治

3.1 政治的背景

小学校6年(全国で9,524校)

中学(1,123校)中･高併用校(930校)高校(70校)

技術(76校)女子(82校)商業(52校)

校)宗教(15校)短大(20校)

ダマスカス大学(学部数15 学生数85,170)

アレッポ大学 (学部数12 学生数45,320)

テシェリン大学(学部数10 学生数21,130)

アルハース大学(学部数 7 学生数10,980)

農獣医(13

第2次世界大戦後､ヨーロッパ列強の植民地が相次いで独立する中､シリアも

1946年4月､フランスからの独立を果たしたoしかし､ヨーロッパ諸国の介入ヤ

アラブ諸国との紛争の中､政権は容易に安定しなかった｡独立後の政治の流れは

次の通りである｡

1946. 4

1948. 5

iF1

1956. 10

1958.

1961.

1963.

1966.

1967. 6

フランス植民地から独立｡ (国連加盟は1945.10)

バース党結成｡

パレスチナの地で､イスラエルが一方的に独立宣言｡

アラブ諸国が介入､第1次中東戦争｡

国連調停､休戦｡アラブ側敗北｡シリア政情不安に｡

第2次中東戟争｡スエズ運河国有化に反村し､イスラエル､イギ

リス､フランスがエジプトを攻撃｡ 11月､国連調停で余儀なく撤
退｡

エジプトと統合､ ｢アラブ連合共和国｣を結成｡

社会主義体制､農地改革､銀行･企業の国有化､政策推進｡

保守派によるクーデタ-｡企業の国有化等の政策解除｡

エジプトと分維､連合解消｡

クーデタ-でバース党政権に｡ソ連との関係強化､社会主義政策

推進｡

バース党急進派による党内クーデタ-｡親ソ容共､急進社会主義

推進｡

アラブ世界でも孤立｡

第3次中東戦争｡イスラエルがアラブ3国を攻撃､シリアは現在

もゴラン高原を占領されたまま｡
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1970. ll

1973. 10

1980. 9

1992. 1

クーデタ-でバース党穏健派が政権に｡アサド大統領政権｡

第4次中東戦争｡エジプトとシリアがイスラエルを攻撃｡

国連調停もあったが初めて勝利の形で終結｡アラブの威信を回復｡

イランーイラク戦争始まる｡シリアはイランを支持｡リビア､イ

ランとの緊密化深まり､ますます西側､アラブ穏健派から孤立｡

イーイ戦争は1988年､イラン敗北の形で停戦｡

現在までアサド大統領のバース党穏健派による長期政権続く｡

ソ連､東欧の激変後､シリアは西側との関係修復に努力している｡しかし国際

的にはイスラエルへの敵対､パレスチナの支持､国内的には多数派のスンニー派

と少数アサド派のアラウィー派の対立､軍事費の経済圧迫､膨大な村外責務等の

問題を抱えている｡

3.2 政治体制

シリアでは､政治､経済に不安定性が見られるが､行政は中央､地方とも組織

が確立され良く機能しており､公務員は勤勉である｡ただし､佃の国(例えばエ

ジプト等)に比較して､事務計算機器､試験器具等の整備が極端に遅れている｡

これらは従来のソ連寄りの影響とも思われるが､これが行政の能率や統計資料の

精度を落としている原因であろう｡

(1)政府の組織

大統領:ハーフユズ･アル･アサド(Ha fez AI Assad) ､ 1930年生まれ

1991年12月2日､任意(7年)途中で候補者1名の大統領信任国民

投票を行い､ 99%以上の第4期の信任を得た､と発表された｡

副大統領

議会

内閣

3名

一院制(定数195名､任期4年､政党はバース党から共産党まで

5党)現在195議席中､与党進歩国民戦線が160議席を占める｡

首相;マハム-ド･アル･ゾアピー(Mohmoud AI Zoubi)

1987年11月組閣

閣僚;36名､うち副首相3名

3.3 地方行政組織

全国を13州(Mobafaza)に分割し､州知事によって地方行政が執行される｡

その佃に各省の出先機関があり､専門行政を分担している｡ 13の州は､さらに46

県(Mantika)に分割され､その下にさらに190郡(Nahia)がある｡この佃に､

77市､ 207町､ 6,239村が行政単位として分割されている｡
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ただし､州の場合､行政上13州であるが､しばしば次の3つの特別区が追加さ

れることがある｡特に農業-では殆どの場合､
r16の州･区｣に区分されてい

る｡

Damascuscity
:首都ダマスカスと､ダマスカス郡部(RuralArea)とを分割

して表示する場合に使われる｡

AI Ghab
:グァづは､行政区分上はハマ､ラタキア両州の一部である

が､約20年前に低湿地を干拓した84,378haの本格的な開発

農地で､規模､施設､収量等､他の地域と大差があり､農業

統計等では分割表示されることが多い｡

G･ A･ D･ E･ B･( Genera"dministration
for Development in Euphrates Basin )

:グファブと同様本格的開発地oアレッポ州とラッカ州に所属

するが､ユーフラテスダムによる藩概農地27,215haが､
2

州から分割表示されることが多い｡
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図3･1シリア･アラブ共和国
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4.経済

1992年1月現在､シリア政府は公認で為替レートの二重制を採用している｡佃

国の政府､企業等の交換､国際クラスのホテルの支払い等は公定レートで行い､

観光､商用等の一般の外国人支払いは実勢レートで行っている｡

公定レート:$ 1.0-SPll.225 (SPl.0-¥11.58)

実勢レート:$ 1.0-SP42.00 (SPl.0-¥ 3.10)

4.1 国家財政

シリアの国家財政を､ 1986年から1990年までの5か年について概括する｡ (衣

4.1)国家予算は､ 1986年の438.41僅から､ 1990年の618.75億spまで､途中

多少の出入りはあっても､平均年率9.0%の伸びを示している｡その意味では､

一見堅実な財政運営に見える｡しかし､財政のGNPに占める割合は､ 1986､ 87

年で320/.､ 1989､ 90年に至っては40-41 0/oに膨張している｡

財政を逼迫している原因の1つとして､軍事費の負担がある｡ 1989､ 90年の軍

事費は142.09-181.31億spで､その伸びは多少の出入りはあっても､毎年国家

予算の30-35%､ GDPの10-14%を占めている｡

またもう1つの原因として､他国からの援助､借入金の率の高さが指摘できる｡

借入金は通常で80億sp前後で､財政の18%を占める｡これは被援助国としてそ

れ程高率ではないかも知れない｡しかし､その殆ど(85%)は変化の激しいアラ

ブ諸国からのもので､極めて不安定な要素となる｡
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表4･1最近5か年の国家財政､ GNP､ ODAの推移 (百万S P)

項目 1986 1987 1988 1989 1990

国家予算 43,814 41,703 54,545 57,000 61,875

対GNP率(%)

通常経費

(%)

32･1 31･5 34.8 40.7 39.8

24,508 24,195 29,665 35,400 37,575

55･9 58.0 57.6 62.1 60.7

国防費

対GNP率(%)

対予算率(%)

14,209

10.4

32.4

19,893 18,131

14.2 11.7

34.9 29.3

開発経費 19,333 17,508 21,880 21,600 24,300

(%) 44.1 42.0 42.4 37.9 39.3

GNP 13,581 132,514 148,177 140,075 155,414

1人当GNP(US古) 1,630 1,820 1,670 1,020 980

ODA受取額

村予算率(%)

内アラブ国

対oDA率(%)

8,177 7,676 2,147

18.7 18.4 4.2

7,092 6,457 0

86.7 84.1 0

(1,281)

(2)

ドル換算率 3.925 3.925 11.225 11.225

(出典:総理府統計1991 )

4.2 国内総生産

1985年を基準年(constantprice)とする国内総生産(GDP)の推移は､付表

1･3の通りである｡ 1980年から1990年までの10年間のGDPの平均伸び率は2.9%で
あるが､ 1981年から1987年までは天候不順による農作物の減収､石泊輸出の落ち

込み､レバノl/駐留による軍事費の増大等により､経済の伸びは全く見られなかっ

た｡ 1988年に至って漸く天候に恵まれ､農業生産が大幅に成長した結果､ GDP

は11･8%の伸びを示した｡しかし､ 1989年には早魅のため小麦の収穫が半減し､

100万トン以上の輸入が必要になり､石油収入も伸び悩み､マイナス成長となっ

た｡

1987年11月成立したゾアビ新内閣は､農業､工業を中心とする経済の建て直し､

為替レートの実勢に即した切り下げ､民間活力の導入等の積極策を打ち出したが､

依然シリア経済は低迷している○為替レートの切り下げの影響もあるだろうが､

-
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1人当GNPは1989年に急落し､それまでの$1,600以上から$1,000を割り込

みことになった｡

4.3 貿易収支

1973年から1988年までのシリアの貿易収支は､常に輸入超過で慢性的赤字を

重ねてきたが､ 1989年に初めて黒字に転じた｡過去10年間の平均値で輸出入を見

ると､次の通りである｡

表4･2 10年間の輸出入の推移 (百万SP)

年度 輸出額 ･伸び率 輸入額 ･伸び率 収支 輸出/輸入

1980年 8,273 16,188 - 7,915 51%

1990年 47,282 572% 26,936 166% +20,346 176%

(出典:総理府統計1991)

4.4 産業構造

シリアの主要産業を､ 1990年のGDPに貢献した順とその割合で示すと､次の

通りである｡ (付表3.1)鉱工業(40%)､農業(18%)､商業(14%)､

政府サービス(11%)､運輸通信(10%)､建設(4%)､金融(2%)､

公共民間サービス(1%)の順である｡

一方､就業人口でみると､仝就労者2,882,619人の中､鉱工業は僅か10,670人

(o･4%)で､生産性が極めて高いことを示している｡就労者を多数収容してい

る産業は､公共サービス780,769人(27.1%)
､農林業762,837人(26.5%) ､工

業か410,478人(14.2%)の順で､この3部門で70%近くを占めている｡

鉱工業と農業が国の基幹産業であることに変わりはないが､工業については石

油の安定採掘､農業については雇概施設の整備による安定収量の確保が必要で､

政府もこの点を政策の中心に据えているところである｡

5.経済･社会開発計画の概要

1960年にシリア初めての第1次5か年計画が策定されて以来､ 1991年の第7次ま

で継続して計画が策定されている｡ただし､ ｢第6次5カ年計画1986-1990｣は議

会の承認が得られず未発表のまま終わり､ ｢第7次5カ年計画1991-1995｣は作業

が遅れま~だ発表されていない｡これらの5か年計画の概要を以下に説明する｡な

お､シリアの会計年度は､ 7月1日に始まり､翌年6月30日に終わる｡

-
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5.1 現行の開発計画

(1)爵6次5カ年計画(1986-1990)

第6次5か年計画の期間は､既に終わっているが､第6次は資金調達のメドが立

たず､議会の承認が得られず､したがって期間中に発表はされず､政府のガイド

ラインとして毎年の予算編成に反映されただけに終わった｡第6次も継続プロジェ

クトと既存産業の生産性向上に重点が置かれたo投資総額150,000SPM､投資

優先順位は農業(18%)
､石油(7%) ､電力(11%)の順で､工業は後退した｡

実績は目標達成ができなかったと見られているo第6次の目標は､次の通りであっ

た｡

1)食糧自給のための農業開発､食品加工の振興｡

2)工業生産性の向上のため､既存生産施設の有効活用｡

3)石油､天然ガスの開発による､国内需要の達成と輸出の促進｡

4)電力不足解消のための､発電設備の拡充｡

(2)算7次5カ年計画(1991-1995)

同計画期間は､ 1991年7月が始期となっていたが､計画の策定が大幅に遅れた｡

総投資額は2950億､シリアポンドで前期の実質投資額の2倍を上廻っている｡部

門別投資額内訳は公表されていないが､ spc(supreme planning Commission)の

説明では､食糧とくに穀物自給の達成という政策目標に相応して､農業･藩概が

最重点分野となっている模様である｡

部門別成長目標は次の通りとなっている｡

電力･水 9,2%

財政サービス 7.5%

社会保障 7.0%

農学 5.6%

製造学 5.0%

~
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6.農業､農村の現況

6.1 農村人口

シリアの統計では､各州の人口を農村人口と都市人口に分類している｡
1991年

の全人口12,529千人の内､都市人口は50･6%､ 6,335千人､農村人口は49.4%､

6,194千人で､ほぼ半数ずつを占める｡

各州には､ 77の市と､ 207の町が分布しており､これらが公共､商業､軽工業

等の機能を有し､地方都市の役割を果たしているo農業は主に､
6,239の村が分

担しており､ 1村平均1,000人となる｡農家戸数の統計は無いが､農村の戸当た

り人数は平均7-8人と言われるので､村の戸数は平均100-150と推定される｡
1

戸当たりの耕地面積の平均は､ 7-8haと言われるが､その面積が毎年耕作される
とは限らない｡ (表6.1参照)

表6･1 州別農村人口､耕地面積､農業性の総括表

PROVNCE

･可耕地1)可耕地2)2)/1)人工捻3)農4) 4)/3) 2)/4)農業性

Damascus

Dar■ a

S weida

Qunei tar

HonlS

Hama

Ghab

Lattaki a

Tartou s

ldleb

Aleppo

AI Hasake

AI Raqqa

Dair Ezor

G.A.D.E.B

Dam･ City

TO TAL

(ha) (ha)

267,808 137,736

275,261 251,981

203,536 160,085

147,003 16,622

383,915 383,915

429,978 410,801

84,378 84,378

103,785 91,021

126,453 1 26,453

341,560 341,560

1
,249,3

12 1
,249,099

1,441
,724

1
,352,384

897,745 890,530

152,144 1 1 1,540

27,215 21,478

1,538 1,538

6,133,355 5,631,111

l

つム

)

5

0ノ

掬

79

W

100

96

0

cO

0

0

0

0

oo

0

0

0

1

1

1

1

4

0ノ

qノ

0ノ

(千人) 汗ソJ

1
,302

745

543 384

272 190

39 39

1,167 547

1,013 672

(%) (ha/人)
57 0.18

71 0.66

70 0.84

100 0.43

47 0.70

66 0.61

758 430 57 0.21

623 486 78 0.26

838 669 80 0.51

2,587 911 35 1.37

929 575 62 2.35

475 167 35 5.33

549 379 69 0.29

1
,434

0

12,529 6,194 49 0.91

c

B

B

c

B

B
.
科
料
B

A

A

A

c

(出典:農業省統計1987)

6.2 各州の農業､農村の性格

表6･1に見られるように､ 1987年現在使われている既耕地は全国で5,631,111

haであり､その内50万以上の既耕地をもつ州は3州で､ 20万ba以上は4州であ

-
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る｡これらの州は同時に農村人口1人当たりの耕地面積も､前者が1.Oha以上､

後者がo･5ba以上で､この7州が農業州であることが分かる｡ (表6.2参照)

表6.2 農業県の一人当耕地面積の比較

州名
既耕地

総面積(ha) 1人当(ha)

農業性

Has sake

Al eppo

Raqqa

ロama

Homs

ldleb

Dar'a

Sweida

1,352,384

1,249,099

890,530

410,801

383,915

341,560

251,981

(160,075)

2.35

1.37

5.33

0.61

0.70

0.51

0.66

0.84

A

A

A

B

B

B

B

(ち)

(出典:農業省統計)

6.3 農業と国家経済との関係

シリア国の経済は農業が主体と言われてきた｡事実降雨量が少ないこの国では､

その年の農業は天候任せ､そして経済は農業次第としてきた.この天候次第の経

済を改善し計画的に運営するため､基幹産業としての農業に計画的な営農､港概､

機械化を導入することが､農業政策の中心となっている｡尚､この国の農業にお

いて､後者を利用することは殆ど行われておらず◆､農業械械の供給とメンテナン

ス体制の強化が望まれている｡

一方で､石油､天然ガスの採掘が軌道に乗り､経済政策に計画的に取り入れる

ことができるようになってきたこともあり､政掛ま農業､鉱業を中心に商業､軽

工業､観光等を周辺に配置した産業構造を模索中である｡

食料､特に主食である小麦､大麦は平年でも自給ができず､特に早魅年には､

1989年のように100万トン以上も輸入しており､これが国際収支を悪化させる要

因の1つでもあり､経済政策の重要課題となっている｡

(1) GDPと農業

1985年を基準年(constantprice)とした､主要産業部門の年度別のGDPを検討す

れば以下の通りである｡

-
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表6.3 年度別GDPの推移･ 1985 Constant Price (金額:百万SP)

部門 1970 1980 ･1985･ 1986 1987 1988 1989 1990

GDP 46,071 116,895 138,525 136,581 132,514 148,177 140,075 155,414

% 100 100 100 100 100 100 100 100

9,065 22,470

20 19

15,170 30,612

33 26

7,079 18,502

15 16

4,126 9,400

9 8

5,357 17,049

11 15

22,517 24,192

16 18

39,793 41,701

29 30

20,604 17,355

15 13

12,612 12,743

9 9

19,915 18,002

15 13

21,345 28,109

16 19

43,190 52,027

33 34

24,286 25,701

18 18

14,807 15,194

11 10

13,848 12,989

11 9

24,426 28,659

17 18

54,836 61
,603

39 40

18,992 21,872

14 14

15,214 15,631

11 10

15,305 16,345

iIH 口‖

(出典:総理府統計1991 )

GDPの中で農業は､ 1970年以降20年間にわたって､鉱工業についでほぼ2位

の位置にあり､コンスタントに17-18%の貢献をしてきた｡商業､通信運輸も

ほぼ横這いの傾向にあり､鉱工業(石油､ LNGが主)のみが20年間成長を続け､

政府サービス等の落ち込みを穴埋めしてきた｡

一方､ 1985年から1990年までの成長では､農業は1270/.で､鉱工業の155%

に次いで第2位の成長を示している｡運輸通信124%､商業106%と続き､そ

の佃の部門はマイナス成長となっている｡まだまだ遅れている食料の安定供給､

さらには軽工業輸出の加工原料供給のため､シリアの農業の役割は大きいことが

理解できる｡

(2)貿易と農業

シリア政府は､ 1987年前後に外貨の為替レートを変更して､ US$1.0をsp4.05
からspll.20とした｡しかし､いずれにしても貿易収支がプラスに転じたのは

1989年で､それまでは慢性的にマイナスである｡ 1989年はシリアが初めて石油の

純輸出国になった年である｡因みに1990年の石泊の収支はspM+20,814で､仝

収支を賄うに足る数字である｡

ー16-



表6.4 輸出入の推移 (金額:百万S P)

項 目 1975 1980 1985 1986 1987 1988 1989 1990

輸出額 3,441 8,273 6,427 5,199 15,192 15,093 33,740 47,282

輸入額 6,236 16,188 15,570 10,709 27,915 25,040 23,544 26,936

差額
-2,795 -7,915 -9,143 -5,510 -12,723 -9,947 +10,196 +20,346

(出典:総理府統計1991 )

また､ 1990年の農業の貿易収支を細目で見ると次の通りである｡

表6.5 輸出入の推移 (金額:百万S P)

項目 全体 家畜 精肉 塞水農酪 穀物類 果実やさい 砂糖類 茶等 飼料

輸出 6,184 2,585

輸入 7,974 468

差
-1,790 +2,117

l

′0

5

5

ー

3

ー

ー

+

4

3

∩フ

つム

ll

′
h
U

5

∩フ

5

0ノ

つJ

4

つム

8

4

31

ー

5

4

2,550 85

154 1,683

+2,396 -1,598

′0

7

ー

2

つん

4

41

1

00

7

3

6

3

3

4

ーl

(出典:総理府統計1991)

シリアは､農業国と言われながら､ 1990年の農産物の貿易は赤字19億ポンド

を計上している｡特に穀物の赤字は38億ポンドで､これは主食の小麦の輸入43ポ

ンドが最大の原因となっている｡次いで砂糖の輸入16億ポンド､家畜飼料4億ポ

ンドとなっているが､これらは､国内生産の可能な品目だけに､今後の農業政策

の重要課題である｡

(3)国家開発計画と農業

シリアは1960年7月に初の第1次5か年計画を策定してから､ 1991年の第7次ま

で5か年計画を中心に据えて経済政策を進めてきたが､計画が順調に進展したこ

とは殆どなく､シリアの置かれている地理的､社会条件の困難さが､そのまま反

映している｡

しかし現地を見る限りでは､国民生活､社会環境とに不安や荒廃は感じられな

い｡感じられるのは､短期間に崩壊したソ連､東欧の政治､経済システムの影響

である｡ 1960年以来シリアは､ソ連東欧との関係を強化し､社会主義政策を軸に

して､経済社会政策を進めてきた｡一方で､強硬派ながらアラブ世界での複雑な

国家関係を保ち､国内ではイスラム少数派を母体とする長期政権を推持している｡

近年社会主義政策の行き詰まりから､自由経済､民間活力の導入政策に移行し

始めた突先の､ソ連の崩壊であった｡政府関係者の中に､新しい国際関係の構築

に関する悩み､戸惑いが感じられ､それが第7次の遅れにも影響しているのでは

ないかと思われる｡アラブ諸国からの資金援助､西側特に日本からの技術協力に

-
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対する期待を強く感じる｡このような､国際､国内環境の中で､第1次から第7次

までの5か年計画では､農業部門は常に投資計画のトップに据えられ､
20%前後

を割り当てられている｡これは国民の約半数が居住する農村の安定､食料自給の

達成による経済の安定が､常に政策の基本となっているからである｡

6.4.農地

6.4.1 農業適地ゾーン

シリアでは農業適地ゾーン(AgriculturalSettlementzone)を5段階-6タイ

プに分類している(図6･1)
｡ただし､この分類は天水農業を行う場合のもので､

海概農業の場合は土壌条件も加味して､分類の基準を考える必要があるだろう｡

第1ゾーン

･このゾーンには2,698,000ba､国土の14.6%が属する｡

･年間降水量350mm以上で､次の2タイプに分けられる｡

A :年間降水量600mm以上の地域

･地中海沿岸地域がこれに当たり､天水作物は十分栽培できる｡

･主な土壌は､赤色地中海(沿岸)土壌である｡

B :年間降水量350-600mmの地域で､作物成育期間の2/3に300mm以上

の降水がある所､ 3年間に2シーズンの作付けが可能である｡

･西部のホムス､ハマ､アレッポ､東北部のトルコ､イラクの国境付近が

これに当たる｡

･主な土壌は､黒色粘土質土壌である｡

･主な作物は､小麦､豆類､メイズ､やさい等｡

第2ゾーン

このゾーンには2,473,000ha､国土の13.4%が属する｡

年間降水量250-350mmの地域で､作物成育期間の2/3に250mm以上の

降水がある所､ 3年間に2シーズンの大麦作付けが可能である｡麦､飼料､

夏やさい等も可能性ある｡トルコ国境に沿った地帯､ダマスカス南部の国

境沿線地帯がこれに当たる｡

主な土壌は､黒色粘土質土壌､黄褐色土壌である｡

ー18-



第3ゾーン

このゾーンには1,306,000ba､国土の7.1%が属する｡

年間降水量250-350mmの地域で､作物成育期間の1/2にこの雨量があ

る所､ 3年間にト2作可能｡大麦､飼料等｡

主な土壌は､黄褐色土壌である｡

第4ゾーン

このゾーンには1,823,000ha､国土の7.1%が属する｡

年間降水量250-350mmの地域で､作物成育期問の1/2に200mm以上の

降水がある所｡大麦､永年草地等｡

主な土壌は､黄褐色色土壌､石膏含む土壌である｡

第5ゾーン desert or ste

このゾーンには10,218,000ha､国土の55.1 %が属する｡

ここでは港概無しには､天水作物も栽培できない｡

トルコ国境に沿った地帯､タやマスカス南部の国境沿線地帯がこれに当たる｡

主な土壌は､石膏含む土壌､砂漠土壌である｡

-

19-



図6.1農業適地ゾーン
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6.4.2 土地利用

(1)農地面積の変遷

シリアの国土の総面積は185,180knf-18,518,000haであり､これを地目別､用

途別に分類し1986年から1990年までの5か年の変遷を示したのが､前頁までに

示した表6.6､ 6.7である｡

仝耕地は1990年現在5,626,000ba､国土の30.4%に当たる｡仝耕地は5年間に

大きな変化はないが､休閑地は1986年の17,724,000haから､ 1990年までの5年間

に160,000baに急激に減少し､その分の1,564,000haが耕作地に変わった｡これ

は､ 5年間で耕作地が40.1%増加したことを示し､シリアの農業の勢いを感じさ

せる現象と言える｡しかしこの増加の殆ど(97.4%)が天水依存の耕作地で､

藩瀧施設の拡大は農業政策の大きな柱であるのに､その進展は遅々として進んで

いないことを示している｡港概農地は1990年現在693,000haあり､国土の33.2%

に当たる｡ただしこの数値は､天水農業の場合のことで､潅概施設を装備すれば

自然の草生原野(steppeandpastures)でも耕地化が可能である｡

全国土の4i.50/.相当する7,869,000haが原野､ 723,000ha (3.90/.)が森林であ

る｡この2つの地目の利用は､今後の大きな課題である｡森林の面積は5年間で

129,000ba増加し､ 1990年には上記の通り､国土の3.9%になった｡しかし3.9%

は如何にも小さな面積である｡降雨の少ない国ではあるが､土地の浸食､土壌の

劣化が進んでいる中で､森林の拡大は政策の1つの中心に据えられるべき課題で

ある｡少なくとも､保護林､生産林合わせて国土の20%､ 3,700,000baの植林

計画が必要であろう｡特に利用不可能地に含まれる降雨のある､石襟及び砂地(

rockyandsandylands )の活用を考えるべきである｡

(2)州別の農地分布

各州別の農地分布は､表6.6に示した｡耕作面積が大きく､農村人口1人当た

り耕地面積も大きい州､すなわち農業性の高い州を､さらに潅概率､機械化率で

みると次の表の通りである｡

耕地面積が800,000haを越える州を｢農業性A｣とすれば､これに当たるのは､

ハツサケ､アレッポ､ラッカの3州であり､ 200,000baを越える州を｢農業性B｣

とすれば､これに当たるのは､ハマ､ホムス､イドレブ､ダラの3州である｡こ

の7州は､単に面積が大きいだけでなく､一人当たりの耕地面積もA-クラスでは

1.Oba以上､ B一クラスではo.5ha以上で､佃の州を大きく上回る｡農業性A-クラ

ス､ B-クラスとも､面積は大きく農業州ではあるが､一方では機械化､痕概施設

等の農業装備が遅れている｡ (表6.8)

-23
-



表6.8 州の農業性の比較

農業州 農業性 耕地面積･順位 1人当･ トラクター･順位 藩政率･順位

(チha) (1) (ha/人)

Hassake A 1,352 (2) 2.35

Aleppo A 1,249 (3) 1･37

Rawwa A 891 (4) 5.33

Hama B 411 (5) 0.61

Homs B 384 (6) 0.70

Idolib B 342 (7) 0.51

Dar'a B 252 (8) 0.66

Sweida (B) 160 0.84

(2)もa/台) (1)

(3) 332.9 (3)

(1) 129.4(2)

(7) 283.0 (4)

(5) 101.8(8)

(8) 66.6 (6)

(6) 70.5 (5)

(4) 79.4 (7)

68.2

(,､;･(I1)

4.5 (5)

7.4 (4)

7.2 (10)

25.0 (7)

ll.0 (2)

4.0 (6)

7.4 (1)

0

全 国 5,631 0.91 107.5 12.3

すなわちトラクタ-1台当たりの作業面積では､ A-クラスでは130ba-333

haで､全国平均107.5ha/台を大きく上回っている｡ B-クラスは､全国平均以

下ではあるが､これは､ A-クラスが過剰であるためで､ 4-8位の下位を独占し

ている｡港概施設の装備でも､ A-クラス3州は4-7%で､最下位ではないまで

も､全国平均を大きく下回り､ハマ州を例外としたB-クラスと共に下位を独占し

ている｡他の州は､都市近郊や港周辺で､耕地面積は小さいが､やさい､果樹等

の換金作物が多く､農業装備が進んでいる｡したがって､政府の農業振興も､海

外からの農業協力も､小麦､大麦､いも類､家畜飼育等の基幹産業を中心とする､

まずA-クラス､ B-クラス､の順に重点的に行うべきである｡

(3)土壌の区分と分布

シリアでは､全土が7タイプの土壌に分類されている｡ (図6.2参照)

赤色地中海性(沿岸)土壌( Redmediterranean soil )

･この土壌は全土の僅か4.5%､主としてタルタス､ラタキア､イドリブの

地中海沿岸部と内陸のアレッポに分布している｡

･農耕地に適した土壌である｡

黒色粘土質土壌( Grumusol )

･この土壌は全土の12%を占め､ハツサケ､アレッポーイドリブーハマーホ

ムス､ダラの3か所の山麓高原に帯状に分布する｡

･乾期と雨期のある温帯に多い土壌で､農耕に利用されている｡
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黄褐色土壌(cinnamonicsoil) :

･この土壌は全土の25.8%を占め､海岸を除いてほぼ全州に分布するシリア

の主要な土壌の1つで､山麓高原から砂漠平原に移行する丘陵部を構成す

る｡

･カーキ色よりやや濃い黄褐色で､生産力もグルムソルよりやや落ちる｡

砂漠土壌( Desertsoil)

･この土壌は全土の22.9%を占め､中央南部のダマスカス､ホムスのステッ
プ-砂漠地帯を形成する｡

･砂漠土壌と言っても､サハラ砂漠とは異なり､粒子は細粒で粘土分を含み､
藩親水を与えれば農耕に使える土壌である｡

石膏を含む土壌( Gypsoferous soil )

･この土壌は全土の29.9%ともっとも広い地域を占め､デリゾ-ル､ラッカ､

ハツサケ､ホムス､アレッポの5州に跨がるシリア東部の台地に分布する

土壌でCinnamonicsoilと共に､シリアの穀倉地帯となっている｡

沖積土壌(Alluvialsoil) :

･この土壌は全土の僅か2.9%を占めるだけで､ユーフラテス川の2つの支

流分岐点すなわち､ラッカ州にあるバリク川分岐点､デリゾ-ル州にある

カボール川分岐点付近に" Y字形"に細く分布する｡

･沖積土壌は原則的には､河川の洪水が上流から運んできた肥沃な土壌が氾

濫原に堆積したもので､最も農耕に適した平地を形づくる｡ユーフラテス

川の場合､シリア国内では未だ上流部に当たり､渓谷から高原台地に移行

した所で､沖積地は発達せず､下流のイラク国内に入って初めて沖積平野

が開けることになる｡

地下水帯土壌( Groundwater soil )

･この土壌は最も少なく2%を占めるだけで､ハツサケ､アレッポ､ダマス

カス､イドリブ等の州にあり､湖沼(オアシス)の周辺に独立して分布す

る｡近年､湖沼水を利用して潅瀧を行う計画が浮かんでいる｡

･湖沼に流入する小河川や地下水の､水位の昇降に影響されて形成された土
壌を指すが､ラテライトを主体とし､ Al,Feの水酸化物が多い｡

シリアでは､土壌を以上の7タイプに分類している｡農業適地の分類では通常､

土壌の種類,性質が重要な判断材料となるが､シリアの7タイプの土壌では､作

物栽培の上で特に障害となる性質は無いと見られる｡作物栽培の制限因子となる

のは､土壌ではなく､降雨量とその分布､潅瓶用水の有無である｡農業適地ゾー

ンの5段階- 6タイプの区分も､天水農業を行う場合のもので､降雨量によって

-25-



分類されている｡したがって､藩政施設のある地区では､農業適地ゾーンの区分

はほとんど意味を持たない｡藩概施設を持つ場合の生産性は､ 1.沖積土壌､赤

色地中海土壌､黒色粘土質土壌のグループ､ 2.石膏を含む土壌､黄褐色土壌砂

漠土壌のグループ､ 3.砂漠土壌､地下水帯土壌のグループの順で高い｡

農業適地を検討する場合の条件の1つに､岩石､石裸の存在がある｡シリアの

農地には､かなり広範な面積に亘って地表面に岩石､石磯が混在している｡特に､

アレッポー ハマーホムス-ダマスカスーダラを結ぶ､西部山岳地帯の東山麓に広

がる広範な丘陵､台地の農地に多い｡岩石､石襟の大きさ､密度､石質等は､千

差万別であり､農地として到底利用できない岩山は別にして-も､直径ト2mの

岩塊から､頭大､こぶし大の右横まで､量も人力で排除できる程度から､大型機

械で排除して20-30m毎に大きな石垣ができる程度まで幅広く分布している｡

これらの石襟を排除しなければ､機械の破損､磨耗が激しくなるので､この処理

は関係者の悩みであり､また開発費の高騰にもつながることになる｡現在､石襟

除去にドイツ政府､世銀が重機供与の協力を行っているが､その協力の打ち切り

が決定している｡

6.4.3 土地所有

シリアは1960年前後からソ連との関係を深め､社会主義体制を取ってきた｡し

たがって､それ以前の自由主義体制の下で認められていた銀行､企業等は国有と

なった｡農地改革も行われたが､土地の国有化は困難であったようで､個人所有

が認められたまま､今日に至っている｡個人の土地所有の形､大きさは､地域に

よって異なり､これは天水農業の程度にも関係して､およそ次のごとくである｡

1981年､農業センサスによる1戸当たり面積

･ラタキア､タルトス州
:3ha 降雨条件良く単収も高い｡しかし人口

密度も高く､土地が足りない｡

･ホムス､ハマ､アレッポ州: 25ha ホムスーハマーアレッホ○の線は､国の主要年

間栽培ゾーンと言われ､ほぼ満足な降雨があ

スエイダ､ダラ州

ハツサケ､ラッカ州

デリゾ-ル州

る｡

: 10ha 岩石､石礁が多く土地の利用率が低い｡

:30ha 降雨不安定､相対的に家族も多い｡

: 5ba ユーフラテス川の潅瀧が安定している｡

最近の新しいデータはないが､相続で土地が細分化され､集中的な機械化､藩

概､土壌保全を困難にしている｡
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図6.2 土壌区分図
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6.5 農林業の現況

6.5.1 作物栽培

(1)作物栽培

シリアでは､多数の作物が栽培されている｡

冬作 物
類
菜
科

穀
豆
野
飼

物
類
菜
料
樹

穀
豆
野
飼
果

:小麦､大麦､等

:レンチル､チックピー､ブロートピーン､えんど-

:グリンピー､レタス､キャベツ､カリフラワー､等

:からす麦､大麦､クローバー､等

メイズ､ソルガム､等

ハリコットピーン､ドライキドニー､等

綿､ごま､たばこ､砂糖大根､ピーナッツ､ひまわり

ミレット､アルファルファ､メイズ､等

オリーブ､グレープ､アプリコット､りんご､梨､アー

モンド､ピスタチオ､レモン､オレンジ､等

作物別の作付け面積を見ると､一般的には次の傾向がある｡

冬作 穀物

莱
物
莱
樹

野
穀
野
果

作夏

豆類:ハツサケ､アレッポ､ラッカ､ハマ､ダラの各州に

多い｡

:ラタキア､タルタス､ホムス､アレッポ､イドリブ

豆類:ハツサケ､デリゾ-ル､グハブ､アレッポ､ラツカ｡

:アレッポ､イドリブ､ハマ､ホムス､タルタス

:アレッポ､イドリブ､ハマ､ホムス､夕.ルタス

このようにシリアの農業は､降水量､港概施設､地形を条件として､各州が生

産地を形成していることが分かる｡すなわち､

アレッポは降雨があり地形も各種あるので､すべての分野に優れている｡

穀物及び豆類は､地形､降雨､大量輸送の利を生かして､ハツサケ､ラツ

カ､デリゾ-ルが主産地である｡

野菜は降雨があり都市の消費地を控えた､ホムス､ハマ､タルタス､ラタ

キアが主産地である｡

果樹は降雨が多く港に近い西部山間地付近の各州が､主産地を形成してい

る｡
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(2)栽培面積

夏作､冬作別の作物グループの面積は､次頁表-6.10に示した｡前項で説明した

ように､作物栽培には地域性がある｡それぞれの作物グループ別に1987年の上位

5州の栽培面積を示せば､次の表-6.9の通りである｡

表6.9 州別作物別作付け面積 面積ha (%)

順位
穀物 野菜 穀物 野菜

果樹

全国 3,066,433(100) 58,070(100) 294,505(100) 198,639(100) 653,399(100)

ハツサケ ラタキア ハツサケ アレッポ アレッポ

873,241(28) 1 1,482(20) 54,1 10(18) 40,534(20) 158,321(24)

アレッポ タルタス デルゾ-ル イドリブ イドリプ

633,022(21) 10,246(18) 43,51 1(15) 26,144(13) 131,125(20)

ラッカ ホムス グハブ ハマ タルタス

553,991(17) 7,348(13) 43,470(15) 22,192(1 1) 84,209(13)

ハマ アレッポ アレッポ ホムス ダマスカス

224,640(7) 5,551(10) 29,744(10) 21,053(1 1) 62,527(10)

ダラ イドリブ ラッカ タルタス ホムス

162,804(5) 4,839(8) 26,742(9) 16,825(8) 62,27 1 (10)

(出典:農業省東経1987)

各作物とも上位の3州で､おおむね50%以上を占め､主産地を形成している｡
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(3)肥料の使用量

単位面積当たりの肥料の使用量は､次表の通りである｡

表6.11 肥料の使用

1990 1989

種類 使用量
Manure Chemical Total MaJlure Chemical Total

Nitrogen (Ton/Yr) 389,314 153,565 542,879 392,263 165,870 558,133

(N) kgha 71.2 28.1 99.3 72･7 30･7 103･4

Phosphate (Ton〝r) 227,576 91,593 319,169 201,960 99,808 301,768

(P) kgha 41.6 16.8 58.4 37･4 18･5 55･9

Potassium (Ton〝r) 9,027 4,601 13,628 17,069 8,831 25,900

(K) kgha 1.7 0･8 2･5 3･2 1･6 4･8

(出典:総理府統計､ 1991)

肥料の施用量は､成分､天候､同情､作物､営農などによって異なるが､上の

数字は単純に耕地面積で険した値で穀物生産の概要を知るためのものである｡

Manureの使用は土性改良には効果的だが､肥料としての成分含量及び即効性は

低いので､ここではchemicalのみについて検討する｡

単位面積当たりの窒素肥料の使用量は､ 1990年 28.1kg/ba､ 1989年 30.7

kg/haで､年間30kg/ha程度が施用されている｡わが国の平均値は100- 120

kg/haであることからみても､この値は1/3-1/4で改善の必要があると考えられ

る｡同様に燐酸肥料については､ 1990年16.8kg/ha､ 1989年18.5kg/haで､

15-20kg/ba程度の施用量となる｡我が国の値90-100kg/haと比較するまでも

なく､極端に低い数量である｡この理由は自然の供給に依存できるためと考えら

れる｡なお､肥料の輸入量については､ごく僅かにおさえられている｡

6.5.2 濯語莞

シリアの農業生産を左右するのは､降雨と港概である｡ 1987年の作期､作物

別の港瀧面積の割合は次の通りである｡
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表6.12 作期作物別藩概面積

作期･作物 全作付面積 内港概面積 藩政率

冬作 穀物

･y 野菜

夏作 穀物

ク 野菜

果樹

合計

ha

3,066,433

58,070

294,505

198,639

653,399

4,271,046

ha

298,835

42,631

237,838

92,612

95,123

767,039

%

9.7

73.4

80.8

46.6

14.6

18.0

(出典:農業省統計1987)

全作付け面積の藩概率は､僅かに18%で､ほとんどは天水のみである｡すな

わち降雨の本格的に始まる11-12月に播種し､ 5-6月に収穫するが､収量は降

雨次第と言うことになる｡冬作の野菜は､潅概率73%と高いが､面積は夏作の

30%程度で､.その理.由は降雨､･藩政で水分は足りても､日照･気温が不足で作物

の種類が限定されるからであろう｡夏作の穀物は､藩概施設を有する耕地だけで

栽培されている｡夏作の野菜は､ 47%の潅概率である｡無産瀧面積が､

106,000baあるが､これらは比較的降雨の多い西北部のラタキア､タルタス､イ

ドリブ､アレッポの各州で､成育期間の短い作物､ゴマ80-180日､タバコ90-

120日､キュウリ60 日､トマト90 日､メロン90-120日､カボチャ120-150

日等を選んで､春先の降雨のある内に播種するなどの工夫を子細倍しているもの

である｡

果樹は､成木すると比較的乾燥に強いし､根が深く土壌水分の吸収能力が強い

ので無産概で栽培されている｡しかしいずれにしても乾期の長い降雨の不安定な

シリアでは､農業の最大の課題として藩政率を上げ､その実現に取り組んでいる

ところである｡

(2)水源開発

藩概水源開発は､藩概省が主体となって取り組んでいる｡水源の種類は､河川

湖沼･地下水である｡ユーフラテス川は源流がトルコ領､下流はイラク領に流下

する国際河川である｡既にダムやポンプ場も建設されている｡港概の場合は大量

の水を消費するので国際河川では関係国の協議が必要である｡ユーフラテスの場

合､シリアはトルコに対し700rTf/secの水利権を要求したが､トルコは500rrf/

secを主張し未だ合意に達していない｡このためシリア政府は目下､水利用量を

暫定的た500 ITf/secで計画している｡ユーフラテスの支流で､源流が自国領土内

から発しているものは､その全量を自国で利用することができる｡カブール川が
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これに該当する｡

水源として利用できる主要な河川は､ユーフラテス川､オロンテス川､ヤルムー

ク川､クエイク川､ユーフラテス支流のカブール川､バリク川等である｡

ユーフラテス川は世界28番目の大河(流域面積 765,000kd､延長2,800km)

で､本流に以下の3つのダムがある｡

表6.13 ユーフラテス川流域ダム

ダム名 貯水量 完成年 計画藩政面積 その他

ユーフラテス 141億トン 1988 640,000ba 多目的･ロックフィル

アルバス 90百万トン 1986

(この2つのダムはソ連の協力で完成した｡ )

ティシュリン 1989年着工しトルコ国境に建設中のアースダムで発電中

ユーフラテスダムには3カ所のポンプ場が建設中である｡

アルバビリーQ=96rd/s､ H=86m､ メスケネ地区 50,000haを港概

ジョイント Q=17rrf/s､ H=70m､ ',地区 21,000haを藩概

シヤーク Q=15rrf/s､ H=70m､ 'y 地区17,000haを港概

ユーフラテス中流に､ 4か所のポンプ場を建設中である｡

アルラッカQ=25rrf/s､ H=20m､ 15,000haを藩概

モクラ Q=10nf/s､ H=20m､ 6,000haを藩概

7thセクター Q=15nf/s､ H=25m､ 10,000haを藩概

7thエブリル Q=1.5rrf/s､ H=10m､ 1,000haを藩概

チグリス川:

ユーフラテス川と並んで､古代文明発祥との関連で知名度の高いチグリ

ス川は､北東部でイラクと国境を形成している｡シリア国土と接してい

るのは僅かに40km余りであるが､シリアとしてはこの国際河川の水も積

極的に活用する意志を持っており､ポンプ場と送水路やダムを組み合わ

せた発電と､藩概に村する水利開発が計画されている｡

オロンテス川

国の北西部を南から北に流れ､下流の一部がトルコ領を通って地中海に

注ぐ国際河川であるが､ ｢このトルコ領Iskenderun地域は､シリアの
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領土で､トルコが占有しているもの｣とのシリアの主張があり､シリア

は国内河川として利用している｡

イドリブ､ハマ､ラタキアの各州を流下し､藩政､上水に利用されてい

る､平均流水Q=6.3rrf/secの河川である｡ハマ州に3つのダムがあり､

合計14.5百万トンの貯水量を持つ｡オロンテス川の中流に､約20年前の

スワンプを本格的な農業開発をした､アルグアーブ(AIGbab)干拓地

84,378baがあり､作物収量も抜群に高く全国平均の2-3倍であり､この

国のモデルとなる｡

ヤルムーク川

国の南西部､イスラエル国境にあり､ジョルダン川に流れ込む平均流量

Q=4.Om3/secの国際河川であるが､源流が自国内で問題はないo

クエイク川

アレッポ州を流れる尻無し川でアレッポ市の南50kmで砂漠に消える小

河川｡

カブール川

ユーフラテス川の支流で､ハツサケ､デルゾ-ル料州を流れる｡源流が

トルコ国境の国内山地で､国内河川の扱いである｡平均流量Q=20.0

m3/secの大きな河川で､ 3つのダムがハツサケ州のかんがいに貢献する

ことになる｡ハボールダム-貯水量6.75億トン(建設中) ､ハツサケ

ダム-0.91億トン､東ハツサケダム-2.32億トンで､カボールダムが完

成すれば､合計9.98億トンで､ 150,000haの港概計画である｡

バリク川

ユーフラテスの支流であるが､源流は国内なので国内河川｡

水源として利用できる湖沼も多い｡現在多くの湖沼は､生活用水として利用さ

れているが､これをポンプを設備し直瀧に利用することを検討し始めている｡ま

た湖沼の面積､深さを拡張し水量を増大させることを希望しているが､現況のま

まで利用するにしろ､拡張するにしろ､詳細かつ専門的な水文調査1解析が必要

で､怠ると枯渇､集水不能等の問題を起こす危険があることが指摘されている｡

水源の1つに地下水がある｡これは少しの財源で掘削できるので､近年盛んに

井戸掘りが行われている｡しかし乱掘は地下水の枯渇を招くので､早急に専門的

な水文調査､解析が必要なことを､勧告してきた｡現に地下水は低下し､アレッ

ポでは以前は掘削深10-15mで間に合った井戸が､最近では30-40m必要になっ

た､という農家があった｡アラビアン･ウエルと名付けて､口径1.5m程度､探

さ40m程度の堅穴を掘り､四方に水平に100mもパイプを庄入して集水する万
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法が取られていた｡

6.5.3 農業機械

この国では､耕作に富力は使われず､トラクタ-が導入されている｡ 1990年､

全国でトラクタ-は70,101台が登録されている｡ 1986年から1990年までの4年

間に､全国のトラクタ-の台数は､ 47,573台から70,101台に47%も急増してい

る｡これは播種機(41%)
､収穫機(400/.) ､籾摺機(780/.)と共に高率で､栽

培収穫を重視している姿が窺える｡藩親閲係は､揚水ポンプ(29%) ､スプリン

クラー(23%)とも､栽培関係よりは低率の伸びである｡

州別にトラクタ-の台数と､作業面積を見ると､次の表6.13の通りである｡ ll

番目以下の都市型農業州､やさい､果樹型農業州では､トラククー1台当り耕地

面積は､ 40ba以下で集約性が見られる｡穀物主体の大型農業であるアレッポ､

ハツサケ､ラッカでは､他州に比し1台当り面積は､ 110-330haと極端に大きく､

特にハツサケ､ラッカでは完全な機械不足と見られる｡大型農業でトラクタ-1

台当りの耕地面積は100ha程度と考えられる｡ 4-10番目までの中間に位置する

州は､ 1台当り50-70baで､特に機械不足ではないのではないか､と想定され

る｡

表6.14 州別農業機械所有台数

Mohafazat Caltivable Tractors Ploughs Harvesters A陀aPer 良ank-

Lands Tractor i皿g

19901Total

Damascus

Dar'a

Sweida

quneit∬
Homs
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Lattakia

Tartou s
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杖ass ake
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Dair Zor

GADEB

D血1 City

ha set set

5,626,012 70,101 81,463

129,724 63,26 6,936

202,891 1 3,041 5,729

147,893 2,359 2,942

1 5,997 280 224

381,260 6,651 8,747

322,907

80,783

97,264

120,193

326,551

1,222,089

1,373,592

982,964

196,034

4,349 6,460

2,205 4,246

2,945 3,327

2,989 2,719

6,587 9,032

ll,148 17,510

4,142 5,468

3,295 4,025

2,938 3,550

24,347 475 539

1,573 68 9
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(出典:農業省統計 1987)
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6.5.4農業支援組織

農業に関する組織として､中央の農業農地改革省､潅瀧省､地方の各州庁､農

業協同組合･農業銀行等がある｡

(1)農業協同組合

1990年の農業協同組合の状況は､全国の組合数4,700､仝組合員数634,540､

平均1組合員135である｡組合数は順調に増加しており､ 1985年かち1990年まで

の5年間に544､年間平均110組合増えている｡

(2)農協農業銀行

農協農業銀行は､全国に71の支店を持ち､農協､農民に対し､長期､中期､

短期の3種類の貸付けを行っている｡長期貸付けは､ 10年返済で､倉庫､家畜放

牧地､農協の土地購入､藩概排水工事､冷蔵庫等の建設資金で､ 1990年の貸付け

は180,512,06ospであった｡中期貸付けは､ 1年返済で､種子､薬剤､肥料､

飼料､等の購入資金で､銀行の主要業務である｡ 1990年の貸付けは､

3,045,721,000SPで1戸当り4,800SPである｡このように､農業組織は割合良

く整っており､職員数も多い｡しかし見た限りでは､施設､設備､器材はかなり

貧弱で､また職員の専門的訓練も行届いていないようである｡これらの設備､訓

練がシリア農業発展のため､今後の課題であるとがんがえられる｡

6.5.5 流通及び価格

シリアでは､政府が主要農産物の生産量､国内および輸出の生産者､消費者､

輸出の各価格をコントロールしている｡主要農産物価格は､政府の詳細､複雑な

調査により､生産費補償方式で決められる｡農産物の重要性により類別され､品

目価格が設定される｡

第一類別(政策品目)

小麦､大麦､レンチル豆､チック豆､綿花､大豆､ひまわり､■メイ

ズ､砂糖大根､りんご､生ミルクが､この類別に入り､価格は最高

農業会議(SAC)によって決定される｡一部の消費者価格は､供給

国内貿易省(MISIT)が決める｡第一類別の生産農家には､政府が

"cropLicense"を交付し､これが無ければ種子､農薬､肥料の割

当て､そのためのクレジットの貸付けを受けられない｡
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第二類別

果樹野菜公社(GCFV)の扱う品目､玉ねぎ､いも､トマト､すい

か､シトラス､グレープ｡価格はMSIT､ GCFV､小作農同盟pu)

の代表からなる委員会が決定する｡

･第三類別:羊肉

･第四類別:その他の果樹､やさい､穀物

※第三､第四は､ MSITの地方局が毎週3回市況により改訂する｡

政府によるコントロー)i,は､一見生産､価格の安定を導くように見えるが､社

会主義国共通の作物作付けの統制､価格の硬直化となり､生産者､流通業者､消

費者全般に不評であり､市場停滞をもたらした｡政府は､この状況を打開するた

め､この数年自由市場別を導入してきており､農民に作物選択､販売に自由度が

与えられつつある｡しかし永年の流通の慣例は､急には変え切れず､年数を要す

るものと思われる｡

6.5.6試験研究及び普及

(1)研究体制

農業の研究は､ MAARの幾つかの部分と､大学農学部によって行われている｡

この佃にInternational Center for Agricultural Research inDry Areas (ICARDA) ､

およびArab CenterfortbeStudy ofAridZones and DryLand (ACSAD)の2つ

の国際研究機関がシリア国内にあり､活動を行っている｡この国際研究機関は対

象範囲が広く､設備等も国内機関とは著しく掛け離れ､現況では国内農業技術の

発展には､直接結び付かないであろう｡

MAARの内部の研究機関としては､ cotton Bureau, Olive Bureau, Citrus

Bureau, Agricultural Mechanization Organization, Douma Research Center, 35

RegionalResearcb Stations等がある｡これらの内の幾つかを見た限りでは､設備､

器材とも極端に貧弱で､単純な成分分析とか､製品の企画検査程度の水準のよう

に思われる｡シリア農業の発展のためには､研究分野のこの現状打開が､重要な

鍵となる｡

なお､参考までに大学農学部の学生数は､ダマスカス大学1,582人､アレッポ

大学1,778人､テシュリーン大学1,169人､獣医学部では､アルバ-ス大学

1,119人であった｡これらの大学の研究体別については､今回の調査では触れな

かった｡
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(2)普及体制

政府は農業普及体制には､力を注いできており､現在全国に724箇所の農業普

及所が設置されている｡ 1普及所は約7-8つの村(または農協) 1,100農家を

受け持つ｡普及訓練センターは1980年､ダマスカスに設立された0

1普及所の標準の構成は､ 7名の技師､うち1名は女性技師で婦人問題も担当､

1名の獣医と1名の助手､計9名でそのうちの1名が所長を兼ねる｡小型の普及

所では､ 5-6名のケースもある｡普及活動の泣所は､車両､展示･見本機器､普

及予算の不足である｡

6.5.7 畜産､水産､林業

畜産､水産､林業とも､農業と同時にMAARの管轄下にあり､行政指導､金

融貸付け､普及､市場等のサービスを受ける｡しかしこの3部門は近代化が進ん

でおらず､農業に比しその体制､組織化､生産性等がかなり遅れている｡ここで

一括説明するものとする｡

(1)畜産

畜産は､元々シリアの最も伝統的産業の一つで､現在も畜産物は国内消費､海

外輸出の分野で重要な位置を占めている｡しかしその生産体系は､古い遊牧に依っ

ている部分が大きかったが､近年は飼育頭数の増加､近隣諸国との自由往来の困

難に伴い､過放牧による環境破壊がクローズアップされてきた｡畜産の近代化に

ょる生産性の向上が試みられているが､緒に就いたばかりである｡基礎研究から

飼料生産､肥育技術､肉･乳加工､流通販売まで､一貫した体系の確立が必要で

ある｡

飼育家畜(1990年)

乳牛787,000頭､ミルク771,000トン､山羊100万頭､羊1,450万

頭､にわとり1,479万頭､家禽36万匹､馬･ろ馬等24万頭

(2)水産

水産はシリアでは､活発な産業ではなく､ 1990年の漁獲高は､地中海魚1,591

トン､淡水養魚4,183トン､計5,774トンに過ぎない｡漁場としては貧弱な地中

海に､ 180kmの海岸線しか持たないこの国としては止むを得ないが､内陸住民の

食用として､淡水養魚を増産する計画をMAARが進めている｡

-
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(3)林業

シリアの森林面積は7,230km2で､国土の3.9%に過ぎない｡この内1,294

km2はこの5年間に行った植林によるものである｡砂漠やステップの多い国土で

は止むを得ない面もあるが､近年問題とされている土壌流亡､土地の劣化は､家

畜の過放牧､家庭燃料のための草木乱伐にあるとされている｡国際機関(FÅo,

uNDP等)も参加しての植林が盛んになってはいるが､農業､畜産､林業の一体

的､計画的な政策が必要である｡

6.6 農業開発計画

6.6.1開発計画とその背景

前章までに､シリアの国情とその中での農業について展望してきた｡それらは､

次のように要約することができる｡

1)シリアでは､作物栽培と家畜飼育を中心とする農業が国家経済の柱であ

る｡

2) 1946年の独立､及び1960年初めて第1次5か年計画を策定から1991年の

第7次5か年計画まで､農業は多少の出入りはあっても常に国家開発､投

資計画のトップに据えられていた｡

3)これは降雨の少ない､厳しい自然条件の中にあって､急増する人口を秦

い食料自給を安定させて外貨を節約し､かつ果樹や食肉の輸出を計って

外貨を獲得するために農業振興は欠くことのできない第一優先の政策だ

からである｡

4)一方で複雑なアラブ諸国の中で､国家の威信を保持するための膨大な翠

事費が内政支出を圧迫し､国民生活を窮乏に導く結果となった｡

5)国家財政のバランスは､アラブ友好国からの経済援助に左右される状態

であった｡

6)近年になって安定した石油生産が､国家財政に大きく寄与するようになっ

た｡

7) 1960年代から､ソ連寄りの社会主義路線を取ってきたことが原因で､~発

展する西側経済の恩恵を殆ど受けられず､特に近年は経済成長がマイナ

スとなり､
_1人当GNPは1,000ドルを割るところまできた｡

8)国家財政の悪化と国民生活の不満を回避するため､ここ数年は社会主義

政策の規制を緩和し､自由経済と民間活力の導入を計ってきた｡

9) 'そこへソ連東欧国家の崩壊が起こり､技術､経済､政治､軍事､等の協

力関係が､根本から崩れてしまった｡
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10)シリアは今､新しい国家間の協力関係の構築に入ったばかりで特に日本

との交流に大きな関心を寄せている｡

ll)結論として､国の内外の変化､緊張に縛られて､技術､経済等の内政へ

の投資が､全く進まなかった｡農業も基礎研究､生産技術､教育普及､

加工貯蔵､流通販売､総ての面で立ち遅れが目立つのが環状である｡

シリアの国家財政は､国際協力に大きく依存している｡経済協力を実施してい

る､または実施していた機関は､アラブ諸国､ソ連､東欧諸国､ DAC諸国､

uNDP､ FAO等の国際機関である｡しかしソ連､東欧等は､従来から公表されて

いなかったし､アラブ諸国も離合集散が激しく､年によって金額が大きく異なる

こともある｡公表されているものの中では､アラブ諸国の無償資金の比重が圧倒

的に大きく90%を超える｡ 1988年はアラブの無償資金がストップしたため､ ODA

は激減した｡西側DAC諸国の資金援助は､何れにしても小さく､通常10%以下で

ある｡国際校閲のFAO､ UNDP等は､協力は活発であるが殆どは開発調査費で､

件数は多いが金額は低い｡

6.6.2農業開発の基礎的問題点

シ国は､アラブ諸国の中では有数の農業国である｡シリアが他国と比較して農

業上圧倒的に有利であるのは､藩政用水源としてユーフラテス川を有する事と共

に国土に年間600-250mm/yearの雨量があり､これに河川水を補給すること

により港概農業が十分成り立つことである｡

水源としては河川水の外に､湖沼水､地下水がある｡河川水､湖沼水､地下水

を総合して"陸水"と呼ぶが､これらの水は降雨､蒸発等の作用と一体となり､

地球上で循環しているものである｡これらの循環水を大きな体系として捉え､利

用を考えないと､枯渇したり､環境破壊につながったりする｡シリアの潅概技術

の中では､この体系が確立されていない｡先ず水文､水源､潅概､排水､の調査､

解析､基準化､を体系的に整理し､利用技術を明確にすることが必要である｡

国土全体については､土地分類､土地利用区分等の基礎調査が必要である｡そ

れを基にその土地に合った開発または保全をしないと､国土の荒廃を招く危険が

ある｡基本的には､農民各自がそれぞれの生産計画を選択するか､もしくは農業

に対する政府の計画統制をやめる｡しかしそのためには､営農技術の体系化と普

及指導の体制強化､および基礎研究が遅れている､農地開発､藩概排水､作野栽
培､家畜飼養､内水面養魚､森林育成等各分野の研究施設の拡充と研究員の養成

が必要である｡

以上のようなシリア農業の問題点を､少しでも解決し､発展させるような技術

協力を考えるべきであろう｡
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6.6.3 関連行政組織

シリアの農業開発に係る省庁は農業農地改革省と港概省があり､開発の原案を

これらの省庁で作成し､企画庁-提出する｡各々の組織は以下の通りである｡

1)農業農地改革省(Ministry of Agriculture紬orm)

A.農業農地改革大臣(Minister ofAAR)
次官(Deputy Minister of AAR)

B.大臣付機構(organizations Related to the Ministry) )

1)不動産管理部(Real Estate Department)

2)農業会議 (chambers of Agriculture)

3)小作農業連合(peasants union)

c.行政部局(central Directorates)

1)大臣官房

2)行政部

3)職業訓練教育部

4)計画統計部

5)農業業務部

6)農業保護部

7)農業指導部

8)動物資源部

9)土壌部

10)森林部

ll)農村技術部

(Minister's Office)

(Administration Affairs)

(vocational Training & Education)

(planing & Statistics)

(AgriculturalAffairs)

(AgriculturalProtection)

(AgricultualExtension)

(Animal Production)

(soils)

(Forestry)

(Rural Engineering)

12)国有財産､土地改良部(TbeStateProperties &AgrarianReform)

13)科学農業研究部

14)潅概部

15)農業経済部

16)財務部

17)羊､放牧局

18)養蜂局

19)一綿花局

20)柑橘局

21)オリーブ局

(scientificAgriculture Researches)

(Irrigation)

(Agricultural Economy)

(FinancialAffairs)

(steppe, Range Land and Sheep Dept･ Deir EI Zor)

(Bee Keeping Department)

(cotton Bureau, Aleppo)

(citrus Bureau, Tartous)

(olive Bureau, Lattakia)
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D.地方局(Governorates)

1) Damascus

2) Damascus City

3) Quneitra

4) Homs

5) Hama

E.付属公社公団

6) AI Ghab

7) Aleppo

8) Lattakia

9) Tartous

10)

ll)Raqqa

12)Deir EI Zor

13)Hassake

14)Sweida

ldlib 15) Drr'a

1) forCattle, Hama

2) forFisb, Jableb

3) for Poultry, Damascus

4) for Agricultural Mechnization, Aleppo

5) for Seed Multplication, Aleppo

6) for Fodder, Damascus

7) forStateFarms, DeirEI Zor

8) for EI Ghab lnvestment, Hama

F.職員数

農業省には､給員29,948名の職員が在籍し､うち8,670名が大学卒業者､本

省に4,700名､地方局に25,248名が勤務している｡

2)藩概省(ministry of lrrigation)

A.潅概大臣(MinisterofI)

次官(Deputy Minister for Loans Affairs)

次官(deputy Minister for Technical Affairs)

B.行政部局(central Directorates)

1)行政部

2)活削部

3)藩概水資源部

4)ダム建設部

5)計画管理部

6)維持投資部

7)建設機械部

(Administration Affairs)

(Legal Affairs)

(Irrigation& Water Resources)

(dams)

(planning & Follow-Up)

(Maintenance 皮 Investment)

(parking & Machinery)

-42-



8)地方管理部(LocalControl)

9)財務部 (Financial Affairs)

10)公害防止部(Fighting Pollution)

c.地方流域開発部(General Directorates)

1) Coastal Basin, Lattakia

2) Orontes Basin, Hama

3) Tigris & AI Khabour Basin, Hassake

4) AI Badya Basin,Homs

5) Barada 良 AI Away Basin, Damascus

6) AI Yarmouk Basin, Darr.a
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Organization Chart of
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Organization Chart of Ministry of lrrigation
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6.7農業セクターに対する佃援助機関の動向

6.7.1国際機関による援助

(1)FÅo

FAOの開発援助戦略:

1991年11月FAOは､シリアの第7次5か年計画期間中に行う､農業開発援助の

大綱を｢Report of the FÅo Programming and Project ldentification Mission,

Nov.1991｣としてまとめた｡ (1991,11現在未公表) 協力の内容はFAOの性

格を反映し､実態調査､資料解析､改善勧告､小規模試験等で､ 54projects､総

額us$28,943,000を予定しており､かなり詳細なプロジェクトを組んでいる｡

FAOは｢農業開発援助の計画｣で､協力の基本的な考えについて､次のように

記述している｡ (要約)

i)資金､【人的資源および天然資質の配分､市場の方向性､意志決定について､

官庁から民間へシフトされる傾向が急速に進んでいることが認められる｡ま

た資源の最大効率的利用について､官民とも腐心している｡

政府の農業開発についても､自給達成よりも経済効果､かなりの前進､農家

収入の増大に力点が置かれることが期待されている｡換金作物の輸出が重点

目標とされ､人口の急増による穀物輸入赤字の増加に村しては､換金作物の

輸出が重点事項として､掲げられている｡

ii)この過渡的状況の中で､政府へのサポートとして､技術協力が優先目標と

なる｡現在の企画庁､農業省の経済分析の機能は､既に限界である｡農作物

価格政策､補助金､農業資金､予算政策､投入資財､生産物出荷等の分析に

ついて､サポートをする｡

iii)資金､人材､資源の利用効率を向上させるための政府支援を､技術協力の

第2目標とする｡過去の藩政事業への投資の評価が必要である｡今後は継続

事業に重点的に投資し早期完成を目指す｡新規事業への投資は絞って行う｡

iv)乾燥地への資金､人員の投資では､作物栽培より､植林､木材生産の方が

有利な場合もあり､比較が必要である｡

v)農業研究施設､人員について､能率向上のための改善を考える｡訓練､教
育の分析をし､能率向上の方法を取り入れる｡
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vi)技術協力の提案に当たり､ a)人材開発 b)天然資源の管理 c)経済
管理 の3つの主要テーマを考えている｡

目的別に5つのプログラムに分類されている｡

A)投資､経済政策､開発戦略のサポート､

B)森林､養魚､水源管理､

c)農業研究のサポート､

D)家畜生産､飼育のサポート､

E)農業普及､訓練､教育のサポート｡

◆技術協力案件のリスト

CategoI-y I : Econom)'c Management

Programme A : Support toEconomic Policy, Development and lnvestme□t

Strategy

Phase I
;llProjects, CostUS$1,625,000

Pbase Ⅲ ;10Projects, CostUS$1,350,000

Category H : Management ofNatuI'al ResouI'CeS and EnyTOnment

Programme B : Forest, Land and Water Resource Management

Pbase I ;4Projects, CostUS$4,655,000

Phase Ⅱ ;5Projects, CostUS$2,170,000

Programme C : Agricultural Research Support

Phase I
;2Projects, CostUS$ 900,000

Phase Ⅱ
;8Projects, CostUS$7,580,000

Programme D : Animal Production and Health Support

Pbase I ;5Projects, CostUS$1,796,000

Phase Ⅱ ;3Projects, CostUS$2,646,000

Category ET : Human ResouI･Ce Deyelopment

Programme E : Agricultural Extension, training and Education

Phase I ;4Projects, CostUS$3,113,000

Phase Ⅱ
;2Projects, CostUS$3,107,000

Total 54 Projects, Cost US$ 28,943,000
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6.7.2 二国間援助-ドイツの例

両国間の政治的関係から､援助は凍結と再会を繰り返している｡ 1987年に再会

された援助の方針は継続案件の実施を原則としている｡農業分野は技術援助が主

であり､農業排水施設の整備､農業機械の修理などのための専門家派遣が中心で

ある｡ 1987年には､ 2,853万ドルでDAC諸国の中では我が国に次いで第2位であっ

た｡参考までに過去の主要案件は以下の通りである｡

一家禽飼育

一精密工学

一綿実油抽出工場

一農業機械中央修理ワークショップ

一商品借款

6.8農業セクターに対する我が国援助の動向

6.8.1 総論

農業分野の我が国のシリアに村するこれまでの援助は有償資金協力と専門家

協力隊の派遣による技術協力であった｡円借款は以下の通りである｡

メスケネ地区藩概計画 締結日 1973.6.30

88.58億円

4.5%

1979.12.26

31.10億円

4.0%

専門家､協力隊の派遣は､ほとんど畜産および水産にかぎられている｡また､

熱帯農林業研究センターがICARDAに研究員を送っている｡
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=.結論

前段の現況調査で得られた情報資料を解析した結果､ハツサケ州農業総合開発

計画､農地造成開発計画(ハマ､ホムス地区)
､ダマスカス大学農学部研究所建

設･改修計画の3案件が優先着手案件であると考えられ､シリア政府側に日本国

政府に対する協力要請を速やかに挙げさせることが肝要である｡

特にハツサケ州農業総合開発計画については､シリア政府も早期実施を望んで

いる｡以下に3案件の概要を示す｡

また､添付資料に3案件の要請書の案を添付する｡

ハッサケ州農業総合開発計画

1.対象地域:ハツサケ州全域 [面積:23,330kni ]

2.協力要請事項:

ハツサケ州の現況を調査した後､以下の目標を達成するための農業開発計画を

策定し､優良開発事項を抽出すると共に､優先順位の高い事業について開発可能

性調査を実施する｡

(1)計画目標

1)農業生産性及び生産量の増加

2)収穫作業における機械化の促進

3)土壌浸食および劣化の防止と保全

4)新規藩政技術の導入

5)家畜飼料生産体系の確立

6)収穫作業と搾乳作業における農村女性の役割の評価と改善

7)過放牧による環境破壊の改善

8)植生の回復と適切な放牧地の制限

(2)_ 地域資源の評価

同州における地域資源を調査し､適切な評価を試みることにより地域の開発を

阻害する要因を抽出する｡予想される調査は自然資源と社会資源に分類される以

下の項目から成る｡
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1) B然資源

･気象/水文

･地質/地下水(水質)

･土壌/土壌浸食

･潅概排水

･営農/栽培

･草地/家畜飼養

2)社会資源

･部族/習俗/生活習慣(文化人類学的調査)

･農家経済

･土地制度/社会システム(開発人類学的調査)

･社会資本/インフラストラクチュア

･教育/研修/普及

･農民組綴

･農村金融/農業支援体制

･農産物市場/流通システム

(3)調査及び開発計画策定のフロー

調査及び開発計画策走のフローチャートを別紙に示す｡
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ハツサケ州農業開発マスタープラン調査フローチャート

シリアの農業とハツサケ州の位置付け

マスター･プラン第1次現地調査

Ⅰ.地域資源の評価(冬期/夏期)

1.自然資源(自然科学的調査)

2.社会資源(社会科学的調査)

ⅠⅠ.既存開発事業/計画のフォロー

マスター･プラン第2次現地調査

ⅠⅠⅠ.地域資源の評価(夏期/冬期)

1.自然資源(自然科学的調査)

2.社会資源(社会科学的調査)

ⅠⅤ.地域開発阻害要因の抽出と
地域住民のニーズの把握

1.開発阻害要因の抽出

2.住民参加型ワークショップの開催

phase I国内解析

Ⅴ.地域開発計画の策定

1.天水依存地域の開発計画

2.潅概農業地域の開発計画

ⅤⅠ.開発優先地区/事業の選出

1.天水依存地域の優先地区

2.潅概農業地域の優先事業
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農地造成開発計画

(1)経緯･背景

1)農業分野の現状

シリアにおいて農業は最も重要な産業として位置づけられている｡全人口?約半

数が農村部に居住し､ GDPの30%を農業生産が占めている(農業生産の内訳は､穀

物生産が66%で､家畜生産が34%)｡

シリア農業の実践目標は､現在14百万人でさらに年率3.4%で増加する人口に対

する食糧自給の達成である｡

2)農業分野の問題点

シリア政府は最近10年間で農業生産の増大に対し多大な成果を納めている｡特に､

ユーフラテス川流域の潅概開発事業による成果が諜著である｡一方､農地造成開発

事業は中山間地で天水依存の石襟地帯であるシリア西部において実施されてきた｡

この地域における農業生産の増大は機械化された農地造成とその他の技術により､
農業生産の拡大が可能である｡最も基本的な開発理念は､国全体の食糧自給を最大

にすることや農村部から都市-の人口流出を抑制するための農家収入と雇用の確保

である｡これらの目標を達成するため､シリア政府は生産パターンと価格調整に介

入している｡

3)事業実施による改良点

天水依存の石碑地帯での農地造成事業で最も重要な課題は､生産性の改善とシリ

アにおける平坦地や丘陵部､天水依存農業が可能で土壌が肥沃な地域に対する土地

利用の増大である｡

4)本事業の目的

本事業の目的はこゴ1らの地域の農業生産の増大である｡また､本事業はこれらの

地域に居住する農家と農業就業者の生活水準の改善も可能である｡

5)日本国政府-の要請理由

日本はこれらの地域に対する農地造成の経験が豊富であり､農~地造成に対する資

機材における先進的技術も豊富であるため､シリア政府は本事業実施に対する日本

国政府の無償資金協力による援助を希望している｡

(2)対象地域の概要

1)事業対象地域の位置と広さ

-52-



事業地域はホムス州とハマ州から事前に3箇所選定された｡これらのサイトは西

経36度o5分から36度42分､北緯34度42分から35度o4分の間のシリア北西部

に位置している｡そしてその広さはおよそ22,550 haであり､その内12,000haがホ

ムス州に10,550haがハマ州に位置している(ミサヤフ地区は4,830ha)｡

その総ての地区が右横で覆われているため､農業生産とその開発が限界にきている｡

2)地勢

ホムスとノLlマのサイトは平野の一部を構成していて､ミサヤフ地区はミサヤフ平

野の一部をなしている｡しかし､高度､地形､土質､気候等の違いにより､この3

地区の間には大きな相違点がある｡

3)気候

シリア西部の気候は冷涼な雨期(1 1月-3月)､暑熱乾期:夏(6月-9月)､

香(3月から5月)､秋(9月から1 0月)の四季を持つ修正地中海性気候である｡

4)降雨

年平均降雨量を基本とすれば､シリアは5つの農業生態系ゾーンに分類する事さ

れ､その第1ゾーンは天水依存農業に対し最も大きな開発優先性を有する｡対象地

域の3地区は第1ゾーンに属し､年平均降雨量が350mm以上で､ 3年に2回以上

300mmを下回らない地域として分類されている｡

地中海性気候の典型的な状況としては冬に雨が降り､夏の作物生育期間には雨が

少ないということと､年降雨量が年毎に変化することがあげられる｡特に東部に向

かうほど降雨量がすくないため､ 3月から5月までの雨期終盤の降雨量が穀物生産

量を決定する｡この雨期末期の降雨の不確実性が平均収穫量を下回るような大きな

阻害要因だと考えられている｡その他の阻害要因としては数年間における降雨のオ

ンセットの遅れや､ 1 2月から2月までの期間の過大な降雨が考えられる｡

5)気温

ホムスとハマの気象台における月平均気温は1月の6-7℃､ 8月の26-28℃の

範囲である｡ミサフ市街においてはすづての日平均気温はホムスとハマと同様であ

るものの､ 1月､ 2月の平均最低気温は通常､わずかに零下になり､ 8月の平均最

高気温は3 7℃近くになる｡ 8月の高度の低い地域での最高気温は33.5℃であるが､

夜間の気温は相対的に低く16℃である｡

6)風速

風速は夏に増加する傾向があり､平均で､ホムスが3.5-5.Om/sであるのに対し､

ハマでは6-7.Om/sとハマの方が大きい傾向にある｡風速の地域分布状況としてホ

ムス南部が自然の通風塔のような状況で風速が助長される間隙の影響を受けるため､
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最も多きい傾向にある｡ホムスとハマのサイトにかけて､樹木もしくは防風林が不

足しているため､その風によって谷や窪地で防御されてし1ない地域では作物の生長

に障害が出ているばかりでなく､夏の乾燥した季節における土壌浸食(風食)が大

きな障害である｡リンゴやなし等の果樹を増加させることが風害を防止するために

効果的であり､緩衝緑地帯の植我がより露出した地域に対して進められている｡ミ

スヤフ地区における樹木作物に対する風害が報告されているが､典型的に栽培さゴt

ているオリーブはその他の果樹に比べて耐性がある｡

7)水文

ホムス地区には全く川がないが､地区の東側はオランテス川の流域に属している｡

ここには5月以降は水がない､雨期の排水の機能のみを有するワジが幾つも見られ

る｡ホムス地区に西部には7つのダムが建設されており､タルダウ湖が最も大きく､

水面積は160haに達する｡幾つかの池は家畜の水飲み場としてもイ吏われている｡地

区の多くの場所では地下水位が浅く､幾つかの井戸は僅か20mの探さである｡東部

では多くの水が蓄えらゴt､その水は生活用水や潅概に供されていることが多く､通

常40から70m程度の深さから揚水さゴtている｡

ハマ地区におし､ては全く川がないものの､南部の境界部分にはアル･レスタン貯

水池があり､幾つかの小さなワデイを経て地区内からの排水を貯水している｡ホム

スにおいては5月以降は地表水は全く認められないため､地下ダムから､潅概用水

や生活用水は40から70m程度の深さ揚水される｡

ハマ/ミスヤフ地区の南部と東部にはソイダ川とサロツト川が流下している｡その

佃の部分は乾燥して枯渇した谷と北の方からの小ワデイにより排水される緩やかに

傾斜した石灰石の丘陵によって構成されている｡僅かな湧出量を有する幾つかの泉

が地区内に点在しているが､ミスヤフ市街の近く井戸は1001/s程度の湧出量が確認

されている｡

8)地質/地形

ホムスとハマ地区は沖積体積物と湖底堆積物を有する土手状に盛り上がった部分

と窪地が連続した新第三紀の凹凸のある溶岩平野であるシーン台地に属している｡

ハマ地区の北部と南西部は白亜紀のミスヤフ台地の一部である低い石灰石の丘陵で

構成されている｡この平野の殆どの部分は標高400-500mである｡溶岩平野の傾斜

は時折6%以上の傾斜が現れるものの､通常2%以下である｡石灰石の丘陵の傾斜

は通常1 2%以下であり､急である｡

溶岩平野は2種類の異なる台地玄武岩から構成され､その表面は膨大な量の柔ら

かい丸みを持ち､異なる密度と大きさを有する玄武岩の石傑で覆われており､所々

で玄武岩の露頭も認められる｡石傑の被覆率は1 0%以下から9 0%以上まで変化

している｡

ハマ地区においては､溶岩平野はホムス地区に比べて玄武岩や襟に覆われている状
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況が少なく､こゴtはラスタンダム築堤時に石襟がフィル材として使われたことによ

るものと考えられる｡

ミスヤフ地区は石灰石の低い丘陵と標高400-500mの樹木のなし､乾燥した谷のよ

う割高広い台地により構成さゴ1ている｡石灰石の丘は白亜紀の成層化していない石

灰石で構成されている｡西部の幅広い台地は標高450-500mに位置し､ソイダ川沿

いの沖積台地は標高380-395mに位置している｡その丘陵の表面は石灰岩を母岩と

する中小の石傑で10-25%程度覆われてし､る｡

9)土壌と潜在的開発優先性

ホムスとハマ地区に支配的な土壌はファテイル･パーティソルで一般にはグラム

ソルとして知られている｡その主な性質は総ての化学特性がその層毎に調和してい

ることである｡この土壌はその探さにより保水能力が緩やかに増加する｡極めて好

ましい状況として､陽イオン交換能力が高く､ phが6-7.5であること､有効リン

の含有量が多きいこと､その層を通じて石灰の補給が可能であること等があげられ
る｡

小麦生産に対するこの土壌の能力は高く､十分に水分が供給され､現在は排水不良

の箇所の排水システムが整備されればその能力は高し1｡しかし､ 40から60 cm程

度の弱冠浅い土壌においては､根の成長が阻害されるため､ 30-40%の生産減を見

込む必要がある｡パーティソルの主な短所はワーカビリティの困難さにある｡雨期

の間には極めて塑性と粘着性に富むため､実質的なアクセスが困難となり､乾期に

は乾燥し非常に堅くなる｡

ハマとハマ/ミスヤフ地区の石灰岩地帯は主に40から50 cm程度と浅い表土を有

する地域であり､ハマ/ミスヤフの方が浅く､またしばしば50cm以上の探さのと

ころもある.ハマ/ミスヤフにおいて､有効根群域の土壌深が改善さdtた後､ソイ

ダ川沿いの沖積地帯を除き果樹やオリーブの栽培に適するようになる｡

10)植生

ハマとホムス地区において､石傑の間の土壌表面には1 4種類の草とハーブが自

然の植生として認められる｡それらの草とハーブの殆どが家畜､主に羊の飼料とし

て供されるoハマとホムス地区においては自然の森林は認められか､が､その他の

地域には自然林や商業林がある｡ハマとハマ/ミスヤフ地区の石灰岩地帯において

も同様の草とハーブの植生と､ブッシュが認めらる｡

ll)現況土地利用

トウリ-プロジェクト地区として評価された土地は農業や森林ばかりでなく､秩

道や住居等の施設や他の産業にも使われている｡深い有効土層と石襟の少なし､農業

地域､特にホムス地区の窪地にある地域は､天水依存地域もしくは水資源がアルと

ころでは潅概農業地域として既に開発されている｡ホムス地区の南東部と北東部の
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石傑の多い地区では限ぎられた農業と草地利用が行われているだけである｡

ハマ地区において石襟が多く限界的農業や草地にしか使われていない土地を除き､

溶岩平野の広大な地域が天水依存農地として既に使われている｡石灰岩地帯の石裸

地帯は村の周辺の土層の浅い地域は若いオリーブの実や葡萄畑として間作的な土地

利用に通している｡

(3)目的と事業概要

1)短期目標

天水依存の未利用地の開発優先性の増加と急速に増加する人口に対する食糧要求

の増加に適切に対応すること｡本事業は1983年の後半にシリア北西部の石襟の多い
農業にとっては不向きであると考えらjtていた土地の農業生産を向上させるために

創設されたものである｡

なお､本事業は石襟地帯の植え込み､播種､収穫､畝立て等の作業のための楼械化

農業を効率的に農民に普及させる計画であり､約22,550haの畑作物と果樹畑の開発

が予定されている｡

2)中長期的目標

事業地域において予想される開発は農地造成により､小規模で貧しい農家の営農

の改善をすすめ､その後に収入条件の改善を目標としている｡本事業の目的は以下

の二つの項目からなる｡

a)事業実施地区で生活する農家の収入構造の長期間の持続的改良
b)土地開発サービスの不足により､土地資源の利用が阻害され､部分的しか使われ

ていない土地の持続的利用の達成｡ただし､事業の実施とそのコンポーネントは以

下に示すとおりである｡

･経済的に恵まれない農村地域の人々の生活改善

･新しい営農と経済条件を適用できるターゲットグループの増加

･新規事業に対する対象地域や開発可能地域の創出と､地域の農業システムに適合
する土地利用の増大

3)事業概要

事業実施のために､いかに示す施設と機械がそれぞれの作業に対して必要である｡

a)石襟除去

一土地均平およびテラス作成
1.ブルドーザ400HP

2.ブルドーザ320HP (シャンクリソパ,ロックレーキ付き)

unit

3.ホイルローダ150HP
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4.バックフォー 70HP

5.エンジン(発電器､ポンプ用)

6.スプレーヤ1500L

7.トラクタ- 70HP

b)輸送､補給等

1.トラック 35ton

2.ティツパートラック100HP

3.タンクローリ(燃料用) 100HP

4.タンクローリ(水用) 100HP

5.整備作業ユニット

6.オフロード自動車

7.ピックアップ1.5ton

8.ピックアップ 3ton

3)事業費

事業費の総額は us$14,200,000であるo

3 unit

10 unit

4 unit

10 unit

1 unit

3 unit

3 unit

10 urlit

3 unit

10 unit

5 unit

5 unit

(4)開発優先順位

石裸除去プロジェクトは政府の事業の中でも最優先の順位を付与されている｡

(5)事業実施機関

フルーツトウリ一関発プロジェクトおよび中央計画局

(6)サイト位置

シリア北西部のホムス-ハマ州の22,550ha

(7)上位計画

国家開発5カ年計画
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ダマスカス大学農学部研究所建設･改修計画

(1)経緯･背景

シリアにおいて農業は最も重要な産業として位置付けられている｡人口にして

約50%が農村部に居住し､そのGDP構成比は3割に達している｡シリアの農

業の目的は年率､ 3.4%で増加する1 4百万人の人口に対する食糧自給の達成であ

る｡シリア政府は食糧の増産と農家収入の拡大の為､多くの成果をあげてきた｡

潅概やその他の物理的な投資に加えて､現在､農業分野の人的資源開発が緊急課

題になっている｡大学の学生や政府の職員と同様､国内の農業開発プロジェクト

に参加､挑戦するため､早急に技術的能力を高める必要がある｡農業開発の最終

目標達成にむけ､圃場レヴュルの農業技術の近代化はシリア及び周辺諸国におい

て普及､達成されているが､今後の農業分野における最重要課題は人的資源開発

である｡

このような背景を受け､本プロジェクトは､農業生産と農業収入を増加させる

ために必要な近代的かつ先進的な技術への農民のアクセスの改善と広範囲にわた

る農業普及の組織の中核をなすシステマテツクな研修-の要求を達成することを

目的としている｡

なお､日本は伝統的家族経営農業を基礎として､普及と研究開発を複合した広

範な経験を有しており､シリア政府は本事業実施についても本邦の協力を希望し

ている｡

(2)目的

1)短期目標

先進的技術を効果的拡大するため､大学生(5年次､圃場研修)普及員を含む

農業省職員および篤農家の近代的農業技術の実践的知識の改善を短期目標とする｡

2)中･長期的目標

研究と教育が大学の根本的役割であるため､農業研修所は国全体の農業分野の

実践的研修を核とすることを中･長期目標とするo

なお､農業開発と人的資源開発はシリアにおける2大開発目標である｡本事業

の実践的研修を通じて､持続的農業をベースとした農業生産の拡大と草の根レヴ

ュルの人的資源開発に寄与することを最終目標とする｡
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(3)事業概要

1)位置

計画農業研修所はダマスカスの中心から14kmにあるカラボ地区に位置するダ

マスカス大学農学部の試験農場に建設予定である｡

2)事業概要

･事業の概要は以下のとおり
施設

建物:研修所

作業場､倉庫

発電機室

機材

(4)概算事業費

トラクタ-､収穫期､防除機等 1式

施設 4 m山ion US dollars

機材 1 million US dollars
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添付資料1

Draft

Request for Technical Cooperation (Development Survey )

Master Plan Study

On

lntegrated Agricultural Development

in

AトHassaka Province

1. Introduction

Agriculture is the most important sector of Syrian economy,

with it's share of 30 0/o in totalGDP, employing almost 50 0/o of the

total labor force and providing necessary food for the people･

Tberefbre, the Goヽ7ernment has been placing emphasis on

agricultural development in its successive National Economic

Development Plans.

In spite of the resource endowment, both of physical and

human, the performance of agrlCultural development so far is not

enough to meet the required levels･ To attain food self sufficiency

on sustainable basis is one of the most urgent development goals of

the country.

Various effort have been taken, including irrigation

development, land reclamation and others, to achieve this policy

objective. It is now strongly recognized that regional development

programs with multi-disciplinary and integrated approach should

be initiated in the reglOnS With high development potentials･

2. The present situation of target area, Al-Hassaka

Province

Situated in the north-eastern border of the country, covering

23,330 km2, Al-Hassaka province is one of the granaries of Syria

producing nearly 40 % of the total wheat production. Kbobour River

lrrigation scheme is successfully going on and further a couple of

projects related to Tigris river are envisaged. However, so many

things remain to be done fわr the development of this province.

Ecologically, the province will be classified to three reglOnS,

namely the irrigated/to be irrlgated area, rain-fed area and steppes

and pasture, including forest. Numerous farming systems adopted
in the province reflect the different ecosystems as well as the

historical, socio-economic conditions. Integrated development

approach is `[herefore urgently required to establish solid

development strategies or options fわr respective areas wi`[h due



attention to the fragile ecosystem aiming at sustainable

development of the province as a whole･

3. Development constraints to be addressed

Unstable, low yields of ma)or crops produced in this province

are the serious concerns of the government as well as of farmers in

the reglOn.
Appropriate farming system should be established based on

the natural and human resource endowment of the respective

areas, with due support seⅣices of both public and private sectors･

4. Scope oftbe study

Resource assessment in general, and specifically of three

ecosystems will be made in the first stage･

ReSource assessment in general includes;

hnd resources
------

topography, geology, soil and others･

Climate
----------rainfall,

temperature, moisture and

otbers.

Water resources ----

rivers,springs,underground wate_r

Bio-diversity
I------flora and fauna, specifically of

rangeland and pasture

Socio-Economic conditions
----

population (including

etbnic), income, structure of

workforce, production trend, land

ownership, farmer's organization, etc･

Ecosystem-wise assessment includes;

For irrigated area-----crop production(area planted and

barvested) , yields, cultivation

methods, irrigation system,

mecbanization, marketing, socio-

economic structure, etc.

Rainfed ayrea--------crop production(area planted and

harvested)yields, cropping patterns,

fallow system mechanization,

marketing socio-economic structure,

etC.

Pasture and rangeland--- animal production, feed

resources, marketing, socio-economic

StruCture, etC.



Environmental issues

Taking into account of the reglOn-s fragile ecosystems full

attention be made on the issues of salinization and desertification in

identifying/establishing sustainable developTlentOptions

People participation on development action, 1nCluding women in

development.

Due attention be paid to the direct involvement of the farmers

concerned, mobilizing farmers initiatives including of women, in

formulating or executing viable programs and projects･

Tecbnical innovation or production system

Viable farming systems be proposed clarifying necessary

technical or financial input, conducive directly to the we111being of

the rural community.

5. Expected output of the study

l)Assess/ identifythe agricultural development potentials

and constraints of the province

2) Provide agricultural development options in general and

for different ecosystems

3) Recommendation of the urgent and feasible projects
to be

implemented under cooperation schemes.

6. Procedure and flow of the Study

(1) Master Plan Study-- First stage field survey

☆Resource assessment or the whole province

*Clarification of the general characteristics of resource

endowment and socio-economic conditions of three

different ecosystems.

(2)Master Plan Study
-Second stage field survey

☆Detailed survey Qf 3 ecosystems on natural/human

resources, development potentials and constraints

★Assessment/evaluation or the completed/ongoing

programs and projects in respective ecosystem

'Screening/identification of the development options for

respective ecosystem
★

Dra托ing of the Integrated Agricultural Development

Plan of AトHassaka Province with the selection of

prioritypro)'ects for different ecosystems.



(3 )FeasibilityStudy

*Detailed study of the priorityprojects, including

constraints, potentials and development options

*Drafting of the Integrated AgriculturalDevelopment

Programs for priority projects･
'Generaldesign of and cost estimate of the necessary

inputs fわr the priority projects
★Projectevaluation
★

Recommendation s/suggestions on the implementation

of the priority projects

7. Experts required for the study

Expert

Team Leader/Rural Development

Agricultural Economist

(Farmers Organization, Support SeⅣices)

Meteorology/Hydrology

I汀igation/Drainage

Hydrogeology

Soil /Water Utilization

Farming System/Cropping Pattern

Livestock/Feed Resources

Mapplng

VVID/Socio-Economics

Environment

Design/Cost Estimation

Project Evaluation



添付資料 2

(om for JaDan's Grant Aid

App licant

the Govemment of Sヽrri,dnArab Re

Economic Sector

Agricult∬e

ProjectTile

Procurernent of Equipment and

Machnler】eS for Mecllal止ciL7 Reclanladon of

Stoney Aghcuitural Lallds m Horns and

Hama 1)ro＼1nCeS.

ProjectType:

1. Equipment Supply

To,ial PTOjcctCost

S.P 608,8 Miluon. equivalent to TJSD i4,5 Mi山on

A esp(,jlSibie MiJ血tn,

(Mi-iis古yTeq.deS血g aid )

Ministry of AgricultLlre and AgTLirian Refoml

hnplementmg ÅピCnCy

Fn由Tree DeveiGPTnent Prc･1'ecて

トProjectDescripdon

1- Background (Pleasedescdbeindetail)

(1A) Cl灯ent Situation Of鮎sector

Agriculture血Syria is an important Sector of the economy･ About壬血fof the
t1 1一

.I
Jl (

一
/1

･ (

yu.o-Li:aluol~L山Vcbij-i1山dl ti'lu唱1▲し:u,I-ulai
a,Cdゝ, al" ULC OCL,LUr i;LulC=u.V i-L;じUu[LLb lUl

about 30 % of the GDP,由thabout 66% of the agricultralproducbon acolmted bv

crops,也e rest 340/o by livestock1

7もe pnnclple aim ofAgncultu工e in SymaはtO provide sufBcient food forthe

growmg populabon which is
curren叫′morethan1 4 millionand hiJLSthe a-ual

growth rate es也mated at 3.4%･

(2) Problemstobesolvedinthe Sector

Tbe Syrian Goverrunent has made Create efforts to increase the a血cult∬al

produc也on duringthe last ten years, especiany throudl the expanbon projeCtSinthe

皿塔ated lands of也e Euplvates basin.

Onthe other hand, Agricultural Land Development Projectshave been executedin

West side of Syria where the land is non-irrigated and rathef皿Ountainous, rocky

area/his area is able to be developped effectively forincreasng agncultufal producdon bv

means ofMachand15ed I,and Recia111ation and other technological meansL An/d I)ecause

Agnculture lS Predominativ output has been seriously affected by clifnatlC Variadons･ The

pnmary aims ofo伍cial pohcy are to rnaxirnise nabonalself-sufBce･.ICY Of foodstuffs and to

sustain ruralincomes and emplo)rment at equitable levels
-with aview also to minimizing

rural-urban migratlOn. In pIJrSuit of山ese goal,也e govemrlentinteⅣeneS Strongly to try and

control both the p(dttem OfproductlOn and pnces.

(3) Necessityand impc'ftanCe O[improvernent of the Sector which lead To仇e

fonnulabon of the pro)ect

M血mum importance is placed on山e Agricultural Land Developmentinthe non-

irrigated and rockv areas to improye productivity aTld to raise the rate of-i-And llSe

for culdvadoninsuch鮎t or hilly,ra仇er rain fed. ferdle soil area in SyriaL



(4) Reladons between也e Sector and the Project
The mmipurposes of触Development isthe improvement ofagricultural producdon
hthe area･ The projects is able to bring仏e inlprOVernentwith the immediate

effecbveness to

mee=he ob-T'ecdves ofimpro､叩the stmdaTd o[hving of the fBnnerS and agricuhural worker.<in山earea.

(5) Reasons why Japan･s GTant Aid is requested for血s parbcular Project
Japan has long experience for this kind ofAghculturalLand Reclarnabon inmin fed and fcTtile
sou but hiny land aTeainJapar-d aho has advanced technology forthe Equipment or
Machineries necessary for the Land Reclamadon.

2- Ob.7.eCbves
and Outhe of the Project

(1)Objecdve of也e Project

i) sILIOLl-ieml Ob7'ecfjves

There isincreasmg recognlhon of he Development potendal ofLndeT u血血d血血d areas

_andthe need to exploit therm on apropritybasis to meet the food requirements of he
poptJaLJon gfOWmg at afasbtate･ The Projectwas conceivedinthe late 1983-s as a mea,u o[in-･=-TeaSLnLLqAgdctdturalProducbon on hnd coTuidered to b幽麺些_becallSe Orjts rockyand stony rnture of the landinthe northwest side area ofSyha･
77~lC Projectwin enable the fhers to applythe Mechanized Agiculture effecdvely for
pian血g･. seedirv･ haNeS血g and血∬owing to such land inthe area, about 22550 Hectares are

scheduled to be developpedand
p血tedwithField cropsand , some htrees.

(ii)i't･1ediumaJld long-ten objechves :

77-e Development
enⅥsagedin也e pro)ect area Sites wouldaim at improving也e thing and

subseo･"enny -n-守 condlbo･n3 OfLhLe S3:nA巴LnLd p〇〇rfa=IILllg SCCtOl- by provisiuJ 1 U[idllJ
recl-adon･乃e fomlAmdon of the project is based on two

objecdves.･
1)To acheive long-teml SIWtainable improvement oftheincome of血Tler fhihes

止vinginthe project area Sites_

2)To acheivethe sustainable ublizmin ofpresendy only paminy utih2X:d /
con如n land resources throughpr?visionof land development services ,

771uS, dlLeilnPlementation
of the project and its conlPOnentSand measures would

con出buate to仇e fonowmg:

A) To enl1anCethe quahtyoflife for an eCOnOmicany deprived nnalpoptdabon.
B) To incre管e也etargefs group adaptabuityto new condidons offhmiv and

eCOnOmlCS.

c) To develop potemi1 land
resol∬CeSinacpordancew血the features and

potenhals of the pro)ect area,and to maxlmise land use in a way appropnate
to山e agricultural system of this area.

(ih)please nluy dsscribe也e
relations between he

pl･Ojectand objecdves,and how die
･

project wnl contrbute tothe accomphshment of he objecdves.Govemrnent policy forthe sector a gtdded mainly bythe twinpurposes of
attaining/mahtaining m-Il皿Self-sufhciency in food producborL SuStainiTtg mralincom es
and employment at levek comitentwith也e goals ofsocialequityand prevention of
excessive m如don &om n血to urbanaTeaS Crhe projectby developirvthe stonヲyA㌢-
Lands) 汰 able to bring the expected improvment to nleet Or accomplish the objecbves,as it
wiu help toincrease也e stock ofproducdon assets in仇evital agnculturalsectorandtherebv
reduce the need to import key foodstu缶(n･b.wheat).
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(2)Oudine of he Project(Pleasegiveafuu description of each fhcihtyand equipment and
their detailed speci五cadons)
Forthe execudon of the ProjecLthe fouo､mg Beet ofEqthpment and Machinen｡s is

req血ed fわreach categoⅣ orwork.

i)Ripping and removal of rocks stones
- LaJld leve山名and terracing

トB山1dozer 400 HP

2- Bl皿dozer 320 HPwih 3 Shank, Ripper

and additionalrock rake

3-Wheel Loader 150 HP

4- Backhoe 70 HP

5- Generation & pumpengmes

6- Sprayers 1500 L

7- Tractors 70 HP

ii)Tmnsportadon & Services :

ト ニ
- - 35Ton - - =

2- TippcrTruck 100 HP

3- Fuel TaJiker 100 HP

41 WaterTanker 10 m3

5- Mobne Workshop

6- Field Vehicles

71 Pick-up 1,5 ton

8- Pick-up 3 ton

8 units

10 units

3 11山ts

3 u血ts

10 units

4 units

10 lmits

I unit

3 uJlltS

3 units

10 tmits

3 units

10 units

5 units

5 units
(3)Locadon of each Equipment:

All Equipment and MacI血eries win be usedin血e Projectarea ｡f H｡ms/Hama Provinces

wAhich are locatedinthe rlC,1-Jl-WeゝLoT Svria,

(4)Cost Eshates (pleasedescribeindeta五au払e
prerpiLSeS

On Which die cost estimates
are based such as basic unit PnCeS,in凸ation rate, eshmated costs of each hc正itv and
item ofequlPⅡ-ent･ Ifeshatedinlocal currency, please menhon仇e latest exchaJboe
late Of he

ctTency to也e ULS･donar oT the Japanese
γen･)

rrhe totaleshmatedinves山一ent cost for吐Ie Whole project is SIP 798,6 12,000∴
The total fore堺CurrenCy

portion ofreladve cost is SIP 608,874,000.-

and its equivalent to u･s･Douar 14,497,000.- atthe rate ofS･P 42 per lU.S.douar.
The breakdovm

of the totalinveshnent costs for仙e whole project is as fouows二

壁聖
- Buil血唱& CorLStruChon

- Machineries

I
Equipments & Tools

- Fumitures ofRces
- Fmit Plants (seedhtg)
- Estab止shment costs

- Wages 皮 S血es

- 0也er investment costs

Valueh 1

30% spareparts 25% &eight

insuraJICe and custom clear肌Ce fees
- Opera血g Capital

-
Totalhvestment costs

000S.P

10,900.-

461,640.-

1,000.-

500.-

16,531.-

50,087/year

23,544/year

228,524.-

5,886.-

79･q,612.-

Value in l､000 しrSS

10,991.-

3,506.-

14,497.-

7be total cost forthe 6rst stage as Equipment value is estimated to S･P596,400,000/

and its equivalentto USD 14,200フ000･- at the rate ofSIP 42:
per U.S.dollar.

7Tle Break down of the cost for the necessary =achineries and Equipment and Spare
Parts for the project is as follows:



A) Ripping and Removalof Rocks, Stones, Land levelirtgand Terracing:

j垂担
トBul1doz訂400HP

2- B山1dozer 320HP

3- Wheel Loader 150Hp

4- Back Hoe 70HP

5- Generahon & Pump E喝血es

6- Sprayers

7- Tractors 80HP

B) Tr8nSPOratation and Services:

.Trcm

i- Trucktractor 40Ton

21 Tipper Truck 100HP

3一山esei Talker 100HP

4- Water Tanker 10M3

5- Mobile workshops

6- Field Ve山cles

7- Pick-up I.5 Ton

8- Pick-up 3 Ton

旦吐

g
1

0
3
3
0
4
0

:

=
u

也
-
3
3
1

0
3
1
0
5
5

u Price(J.Yen)

40,000,000.
1

35,000,000. -

i4,000,000.-

10,000,000.-

12,000,000.-

8,000,000/

4,500,000.-

U.Price(I.Yen)

30,000,000. -

5,000,000.-

6,000,OOO.-

9,000,000.I

25,000,000.-

3,000,000.-

2,000,000. -

4,000,000.-

T.fhce(I

320,000,000.-

350,000,000.-

42,000,000.I

30,000,000 :

1 20,000,000.-

32,000,000:

45,000,000.-

T.Price(I. Yen)

3C),000,000.-

15.000,000.-

i8,OOO,OOO.-

90,000,000/

75,000.000.-

30,000.000.-

王0,㈹,000.-

20,000,OOO.-

Sub Total l,267,000,000:

Spare Parts 192,000,000.-

1,41 9,OOO,OOO.-Grand Tota1 88

3- Bene5t, Effect aJld PublicityoftheProject:

(1) Population thatwill bene丘t direc廿y丘omthe Project.

7000 - 8000 rtual免milies

(2)Populabonthat岨bene血in血ecdy丘om Project
800,000 Persons

(3)Area tht win bene丘t年om the Project.
Homs-Hama Provinces w山bene丘t丘omthe Project.

(4)Economic and socialEqects of the Projects

(i)Ct皿ent Situadon

People are hviTtg On livestock breeding and as workers to others,the average
income islow.

(ii)Expected Effect of the Project
7he Projectwin have a posidve impact onthe socio-Economic situadonin也｡

proJeCt alea5ites,the focai impactwill be the improvement offhTnincomes and
also ofincorne distrib血on which wouldaiso glVe也e rural faJnilies concemed an

opportunityto build up some capital resources.

The Land Developrnent would slow out血migradon肌dmight rev.erse it by producing

jobs for manypeopleinthe area by providing c?rrectcultural prachces on仇e Lands
developed. The envirorunental impact of the project Win b占posidve.Asittend to combat

so正erosion and reducetheincidence ofseasonalnoodinginceTtain areas throughimproved
血a血age.

4



(5)PubhcityPow manypeople are expected to nodcethe bene丘t or positive effect of the

project血plernentedwithJapan's gra･1taid when itis completed?)
The reclaimed area wu be plantedwith丘eld crops, vegitablesand

hut trees which

w皿produce about 15 % ofcon5umPtlOn reqtnrementSフandjobs
rot many

inhabitants oFthe area. About 7000-8000 rural FI,1miliesare eh･PeCl･ed to notice the bene丘t orthe

implemented prqJ eCt･

4. Request to O山eT Donors

(I)Isthere any request made to other donors for assi血ICe Closely related to this

project?
1. Yes 2. Nore nest i5 made

(2)Ifyes, please au in below:

(i)Name or血e donors;

(ii)Tide and ou山ne of血e a5Si5tanCe;

(ii)Possibni由s that the donor wi山e)Jendthe assistance requested;

(lV二)h the case where other donors do not extend assi5taIICe, please describeindetajl

appropnateness and effecdveness ofthi5 Project;

(v)IrT_the ca父Where othe_, donors extend loans, Please deschbL: the reason why

Japan-s Grant Aid requeste(=br山e prqect･

5.Priority_

(_pleasedescribe p_,iorityof也立projectarnorig O也eT project
for which re(111eLqtSare made

to Japan)

The stoney laJlds reclamadon projects is glVenthe丘rst pnorib'among the govemnent

proJeCtS･Asit a血s toincreasethe amount ofland under cultlVadon andalso仇e production of

exsishg fa=Tn land, hereby boos血g bothagricultualouトput andruralincomesin也e agected areas

Tbis isin丘mewith a nadonalpohcy to ma+ximize也e utnizatlOn Ofthe coun吋s agricultural

reSO11rCeS.

伊1easeattach projecthstwi也priorities)

6- Mhdsby and Agencyincharge of the project
(1)Oudine ofimplementing Agency(Please describeindetail)

叩Ie AgeヮcyinchaJgeOf吐Ie execution of the Project)

(i)Organi2ntlOn ChBJt Ofthe Agency(ingeneral)

(Pleasemark the responsible deparhent and dl､づ-sionin ch:l喝e Orf･lle project)
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arian Reforrn
1

Emit Tree Dev.Pro

ーDamasc11S
Unit

Field working Group

Mobile Workshop

-
Homs Unit

Field working Group

Mobile Workshop

I Aleppo Urdt

Field worbng Group

Mobile Workshop

- Mama Unit

Field working Group

Mobi] e WorkshoT)

- Tartous Unit

Field wo血ng Group

Mobile Workshop

I
Lattakia Unit

Field working Group

Mob正e Workshop

- CentralWhokshop/Homs

｢
+

Workshops Heavy IhtyMed.

l
i

STOTeS/S. PaJIs/Tools Mateha!

_:

Cenb･al PIannlnE Pro ect Man em ent

FiTlanCial Deヮt.

Plarmng, Monitonng & Evaluahon °ept.

MechalllC山Dept.

Land Dev. °ept.

A gh c ultura‖⊃ept.

O)leaseattach detaded organiza也on chart POin血g outthe resonsible depatment,

divisionand sec也onincharge of this project)

(a)Au也orihesand D也es of the Agen?y
Facnitation, pl血Ig and supemslOn Onthe mechanised land development五asewith山e six

provincial pro)echmits.

(iii) Personnel O'1easemendon the number ofstaft workers, and employees of the

agency andthe responsible deparbnent, division and secbon h charge of the

Prqject)
Umt Permanent TenlPOrary Total

Central Urut

CentralUnit Homs

Homs Unjt

Mama Unit

Aleppo Urut

Lauakla Unit

Tar[ous Urht

Damascus province Unit

To tat
jlnq

4

CC

V)

(′

CO

5

う)

7

0

1

-

1

ー

ユ

ー

ー

- 7
朋
5
9
5
5
6
0
用
6
5
2
5
3

3 1
5

2
7
4
F
化
7
8
7
3
乃
3

2
棚

-Pemlanent emPloyeesinclude二AgrlCulture en糾1eerS, meCbanicalengmeers, civil

engineers, assistant tO engmeerS, admin1StmtlVU labour, LuLSknlcd labour(under

trairug) ,

-TemporaTjly workers include: Heavy equipment or)erators, tractor & JCB loader

operators, truck direvers and skilled workers.
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(iv)Budget (Revemle and Expendit∬e)
(Ifmenboned in local currency, please mendon the latest foreigll exchange rate of the

cu汀enCy tO the UIS.dollar orthe Jaaapanese yen)
Totalinvestment S.P 798,6 12,GOO.-

First Stage $ 14,5 minion, equivalent to S.P 608,8 mnlion.

atthe rate ofS.P 42 per 1 U.S.do山ar.

The value of the loca一cost (CoTutruCdon - hbors
-
Materials - Tools etC... is

S･P 】89,73乳000.-)

(2)Ouuine of the Supervising Mirhstry (Pleasedescribeinde叫)

(i)0曙anizabon Chart of仇e Minishy (ingeneral)

(Pleasemark the resp〇,,uiblc dcpartrTT･eTLtand division in charge oTule prOjectand
implem e.,1.血gagency)

Mimitry of AgTiculture and Agrarian Reforrn - Fruit Tree Development Project

O'1easeattach detded oTg打血bon cha^ poin血g out the re甲onsible
depaTtme叫

division and secdons in charge of the pro.7eCt and implemenbng agency )

(血)Au也oribes and Dudes of the Minuby

Supervision on the execution and development of the whole sector.

TechJhcal supervision on the A血cultlqalproduction and山vestrnent
■development.

(iii)Persornel (pleasemendon the number ofsta托workers and eTnPloyees of the
Minisby andthe responsible department, division and section)

¢Ⅴ)Budget (Revenue and expen血山re)
ロfrnemionedinlocalcurrency, please state the latest foreign exchange rate of he

currency to血e U･SLdouaI Or the Japanese
yen)

71 Preparabon

(1)Projectsite (Pleaseattach photoLgaPhsand maps of the sitewith山e vario1娼SCales
includingthat

of 10,000: i)

(i)(a)Address of the site

Homs-H(rima PTOⅦ-CeSinthe north-west o[sy7ia

O))TotalArea of the site

Approx. 22,550 hectares

(i)Land Preparadon

(a)To which extent has the laJld been expropriated for tileProject?
7Tle kmd is ferdJe and suitable for a vast extention of this proJeCt･

仲)When will也e ex.prophadon o[ule hnd be completed?
7ne land is pnvate propcrdes but unudlized, andwill con血ue to be pnvate

properbes a洗er reclamabon.

O'1easeattach山e laws and proce血es concerrhgthe expropnabon ofhnd)

7



(2)Elecbicity, Water Supply, Telephone, D血喝e and o也er Facihdes

O'1easedescribethe extent to which above mendonedincidental包cihdes have been

prepared)
Physicaland somi1in鮎structure ofall area sites are accessible by

major asphaltedall weather
roads ente血gthe aTeaS丘om au sides･ The majorityofviuages wlthmthe sites is also

accessible by山e exsisbng road network･ Most ofthern are served eiuler by asphalted roads or

by gravel roads and也e condition of the latter is sa也sfactory･ 0nlv a small number ofvi1lagers

need to travel more也an 20 minumts tothe nearest to耶- Site.However,in丘TaStruCturewidl

regard to feeder roads tovm siteand culverts need to be e,ttended bl some Ofthe areas.

TraJISPOrt Of agriculturalgoods &ornvinages to sub-dishict aJld district to-5 and govemment

PrOCurernent
cen†es

isdone by larger fhers or tradersusing tractor一打誠ers or pick-up tnlCks.
Pubhc tmnsportahon services to and &omthevinages are COmrnOn.

7here are large sdos for grainstorageinHoms (loo,OOOT) and Hama (100,000Tl, the latter

be;1rlgSupplemented by new silo co一迫tmCtioninTeiidakh (hyoms),and some 70,000 T of
warehon父StOrage.

Morethan 90 percent of the viuages are COnneCted to山e elecbc grid･ Manyvinages obtah
也eir drinking water丘om pubhc weus, but piped water suppl), u common.

Peopleinal1 areas genera山y enjoy healtv climadc condldon5･ Health posts aJld hospltah are in

generalreaddy accessible.

Eachvinage has a primaq schooL whereas tovms have schools for highereducadon as web.
P血Iary school attendance is compukory for an children

ln stmmar, an faci血es are exsisting,the physicaland socialinhstructureinan Area Sites is

generally sa丘sfhctory for current reqLurementS and也e irrunediatefuture and presents no maJ Or

cons血t f♭rdevelopement.

(3) Isthere anyinformation, statistics and data regarding geograprdcatgeological,
meteorological,oceanographicalsituations, etc.

(Ifany, please attach thoseinformadon)
7he Projectliesin仇e area of Homs-Hama Provines wfuch raln血ユrate is between

375-635 mm and considered for也e 6rst setdement Zone.

The area of he Projectis about 22,550 hectares Ofa plane areawi血some hnly and

valliesthe area call be devided tothe fonowing丘ve groups accordmg to stone

content degree.

1)9,300 hectares二Soils of50-100 cm depth- 10-25 % stonhe.ss

2)4,350 hectares : Soil of40-60 cm depth- 25-50 % storuleSS

3) 5,480 hectares二Sou of40160 crn dep也- '50 %
stonTness

4) 1,170 hectares : soil of< 40 crn depth - 10-25 % stonmess

5)2,250hectares
･'sodof>50

crn - > 10 % storhess 1
lolls % s】ope

1----A-一-I--一一--一-1
--------I------1------～----------------1------I----1---一--一-一-I___

22,550 hectares Totalarea

8･ Capacityofthe血plementing Agency二

(pleasedescdbe the capabiudes of the agenc〉r to manage, sustaiI岬-d operate dle Project)
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(1)Current Sihは也on

TTle Cenbal ProjectUnit of the Fnlit Development Projectan autonornous body of

the Mir血by of Agriculture and AgrananReformwiu act as the ProjectPLml血g

aJld rnan8geTnent uniらand血ough山e provincialunlts asthe execu加g agency for

the core project COmPOnent Ofn-echanised land development w山一i--its sc叩e for

planmng and management or山e project aS follows二

- Prepare amual血plementahon plaJb for Li山1d Dcveloprnen【.

-
Arrange for theinvestment Plans.

-
Con丘皿pOhcywith o山er divisions in the M血sby,

-
Liaisewithother support to也c proviJICiai llnirs.

-
Execu缶on work.

-
Maintain fun accounts ofexpendユture and revenue.

-
Undertake a con血uous program ofmonitorlng and evaluadon.

-
Supervise and advise pr(リeCt implementadon agentsingener+al and也叩r州,incial

tmitinparbculaT.

(2)Problern or也e Agency

7ne shoぬge of the Machheries and Equiprnent which is necessaq for tile

execution of the project.

(3) Improvement Plan (Ifany,please deschbe in detliilthe contents ofsl!Ct1 3 P!aII丁子lこi,

ヽヽiilenable山e Agency to hiindle the project more efrechvely and efTicien山

9- C)Deration and ManagemenT of†he Pr(リeCて二

(i)Personal (Please611inthe number Ofpersonnel

Cu汀ent Whenthe Projectis completed

Supenising Minisby

Implementmg Agency

Directly Resporuible

Persomal

(Inthe case of hospital, researchinsdtutes, tmimg centers, please attach也e
functional

charts.)
(ln dle Case Where necessarypersonnel are nor yet secured, when and h珊′一帖iゝ 千(--トL-

'ione)



(2)Budget (Please丘11inthebudgetin血e below table)
(Ifme血oned in localcl皿enCy, Please state仇e latest foreign exchange rate or

血e cllrrenCy tO也e U･S･douar or the Japanese
yen)

2veaTSagO !vetlragO n(-W Vt竹en the

Projectwill h･L-

complcted

(1993) (1994') (■19叩(1998-99)

Supervising Ministry

1mplemen血g Agency

Direct Budget

of'the Prc･jcct

(I

Minishy of Aghculture 良 Agraflan Reform

Frut Tree Development Project

45MdS.P 55M山S.P 70MilS.P

n the case where addidonal budgetaryallocadon

the
project,please answer山e fouowing

question.)

isneeded For the implement]on o[

(i)Ha5也e addidonal budget been already anocated?

1. Yes 2. No

(云)Ifno, how arid when wlu the addidonal budget be auocated?

(3)Technicalabnides of local Staff

(i)Please describe technical abJihcs orlocal sta圧･operating project.
Wen血ed A由cIJtual engmeers and tech'mians as we山as skiued d,ivers who
are able to mamtain the inlPiementahon works of me pro_7eCt.

(h)Please deschbe hl detail educadon backgroud of those who-are in charge of the
operadon and management of he fhc加esand equipment,

Agricuhral ErlglneerS &AssistaJICeS

Mechanical Engineers &Assistances

TechJuC血-s 良 sllq)em'sors

D血ers (Bulldozer,Tractors, Trucks) + different labors

10･ List of related Project:

O'1ease皿山below if也ere. i5 a Projectexecuted by ano仏er donor
coun叫or

intemational orgallindon m related areas.)

(1)NaJne Ofdonor

(2)ProjectTitle

(3) ProjectOuthe

(4)Type ofAssistulCe

由m-1t,loan, techJlical assLstiulCe. etC.)

(5)Projectperiod

10



(6)ReladonswiththlS
project

(Ifthereare many projects,please attach alist of those projectsexplained hl山e same

way)

1 1, TechtdcalAssistBLnCe二

(1)Has TechTdcal assistance been extended to this project?
(i)Yes (ii)仝担

(2)ls technical assistance needed for the implementation
project?

(i)Yes (H)_壬生

(3)If no, please descnbe仏e reasoru why techncial assistaJICe is not needed

(4)汀yes,piease丘批I below.

(i)Short-term experts

For 6 monhs

(ii)Lortg-teml experts

( 1 persons) (Sector:Ma,ntenance for Equipment)

(Not needed) (Sector:

(ii)Acceptance oftrainees 即ot needed) (Course:

(iv)Project-typeTechicalCoopera也on

(Tfneeded,plea･<e describe the proposed project Outline.)

Feasibihty techncial and economicalstudy for future deve]oprnent plan
Ye5

(v)Japan Overseas Cooperation volunteers

(lfneeded,please descrit)e the proposed sector and related infomladon.)

Mainte--こinCC and rep=tirOf Equlr)ment

Yes

(vi)Developrnent survey Program (FeasibihtyStudics. and Master Pla,I)
(Ifneeded, please describe也e outhe of the proposed develop∫nent sLuVey

progTam.)

Expert for forrnulatlngthe feasibhtv studies

(5)Has an ofBcalrequcst for tecl血cal assistNICC beenalrea'ly made;i,

(i)Ycs･ (立)些9二

(iii)1fyes, please rnendon tiledate orぬe request.

(iv)Ifno, please descdbc the reasor-hy the ofBcalreql.lest has not yet been TTlade･
A htde moTe血e is necessary for仙e prepaleabon ofule reqLleSt.

(v)Vnlen Wdl ule request be made to the Embassy of Japan?

The requestwin be made to ule Ernbassy of Japan by the end of

ll



II- General Development Plan

1
I
Tide of the plan (Pleaseattach the whole volume orthe htest general development i)lan.)

Five Year Plan for Development

The economical and socialde､,elopment p血, Five Year Develof)Tnent PlarL for the

next stage ispresently under preparadon in State Plaming CoTnmissiollJ′Prime

Mirdshy.

2. Economic and Social Sit11a七on

(Pleasemendonthe basic staListlCS Of.economicfundarnentals.)

(1)GNP

525,043 Million S.P. illj991

(2)Na也onalIncome, Sector by Sector

h 1991 (Gros=+)

A血cul lure

B血1dirtg &Construcbc･TTI

TraJupOrt 良 Commurlica'jon

Private Non-pro丘t SelllCCS

I36,507

33,291

48,978

0,165

iiniしmi-iilOn S.P

Mimn∈ and ゝiallufTdCt皿g 163,389

Vn10Iesale & Re'Lai1Trade 76,323

Govem.llen.i Scnうce 43, 185

Social & Personnd Senice ll,374

Finance 良 h15uranCe 1 1
,840

(3)Unemployment Rate

Unknown (T,atestregistered.11e甲P!0)7mentTa一e is at 30,601 iI..I99 l.

)

(4)ln且a也on Rate

1987- 1988 34.6o,'o(imf-.IntemadonalFinancialSta也stics)

(5)Gro町血Rate

UnhoⅥl (Latestregisteredgro町仇rate is 1 1,3% ir) 1988)

(6)BalaJICe Ofhtemational Payments

UnknoⅥ1 (Latestre由steredbalaJICe
is 344 USD Millionin1 989)

(7)Labor Populabon (asa whole, and sector by sector)
unit thot15and

Whole

916,952.-

Mining and Manufacture

Commercial& hsurance

Comrnurdtv & Social ServICe

E】ectricity,Gas & Water

(8) Debt Serv1Ce Rado

1988

(9) Outstan血唱Debts

1994

23,9%

3,249,936.-

6,651.-

24,651.-

951,104.-

8,422.-

USD 15 Million

12

Agriculture

Building & Constmction 340,779:

Tran5POrtat10n & Storage 166,965.-

Converting lndustrv 456. 162.-



(10)Major it･ms of Exports and Imports and也eir value

ExDOrtin1991

Export: Crude O立

Raw Woven Fa汀ic

lmpor亡Steel

C ere oi

(1I)Major Tradmg Partner

in199l )-n s.p(ooo)

European U山on

Ex-U.S.S.R

Chha

U.S.A

Japan

IrrlT)Ortin 1991

30,395M3 AlchollC

783

2,715

1,170

843

Oil Product I
,946

nour 46 1

Re脚 Exports 7日】叩鵬

279,44l.- 18,432,263.- 1 1
,437,444:

65,870 7,259,629.- ｣ 17,815･-

355.- 8,420.- 632,300.-

230,703 208,459: 2.907,84 i･-

15,463.- 284,79 1 : 1
,∃031836･-

(12)Populadon and itsGrowdl Rate

Population
.'13

Milhonin1992

GrowthRate : 3.6% during 198011988

(13)Average hfe Expatancy (Male and Female)
Male : 64in 19S8

Female : 67in1988

(14)DeathRate aJld Birth Rate

Unknwon

(151 MedicalS加cfure

ln1991

'Average number ofperson5per Physician lO6l

* '' '' " '1 ''

den缶st

* " '' " r' ''

phaL

事Number of midwives
* Number of nurses

2787

3100

4443

13083

* Number ofhospitales (privat& State)and 235

Sanaatoriums

* Number of beds 13885inan average of902 persons per bed

(16)Ten Diseases most a皿1Cting山e nadon

TUBERCULOSⅠS, TETANOS, DIPHTHERIA, POL王0, MEASLES & Others

(17)llhteracy Rate (or Literacy Rate)
58% at 1980

(18)Other Data

N/A

3- Ou血e o仁山e Plan

(1)Mostlmportant Sectors in tilePlan

Agricultuml Sector and lrrigatlOn

(2)Basis Objec也vesoftlle Plan

(Pleasedescribeindet山the
objecdves

by using concrete丘gures･)

(3)How will the above-mcndoned objectives
be achieved?

(Pleasemention specific r)rOjectsand progmm to achieve tflCOhjecT]＼'csL)
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4-When w山plan be executed and completed?

51 ReLa也oru between uus pro_1eCt and the generaldevelopment pl,dJl-

(Pleasedeschbe the signi丘ance of the project
in the genera一 r)lan.)

6- Isthere any assistance也at other donors have extendedノwi11 e･T(tend to the pro)ects

8nd/or program止stedinthe General Plan?

(i)Yes. tii)hlo.

(hi)rfyes, please由veba5icinfoⅢ1abon onthe assistance

(a)Name of Donor

仲)ProjectTide

(c)ProjectCost

(d)T)pe ofAssi5也ICe (GranL TechTdcalAssistznce, etch.)

(e)ProjectOutline

Atta c bed

1｣



TI{E t}ROJECT AREA

Locadonand Extent of Pro ect Årea

The ProjectArea comprlSeSthree sites pre-selectedin也e provinces Homs, Halna1 7be Sites are

all 1ocatedinnorthwest Syria between longitudes36J5 and 36142 E aJld between latitudes 34142

and 35-06 N.

The appro血--ate extent of the g一oss area for appraisal bythe ConstdtaJlt5 is 22550 ha of which about

12000 ha are locatedinHoms, 10550 hainHama (ofwhich 4,830 ha areinHEuTla/Misyaf)･

In an Sites, Agdculturalproduction and development isla巧ely血ited because of血e bghd甲ee Of

stomiess and rockiness.

Phvsical Features

7TLe 'doms and Hama Sites are pan or血e Sheen P血1･ The HamaMisyaf Site lS part Of the Misyaf

plateau. However, despitetheir geographic proxhity,there are large differences betweenthe four

Sites due to a combinadon ofalbtude, topography, geology and chnate･

C瓦mate

rme cl血ate ofWestem Syria 15 generanV COnSidered as modiLed MediteTraneaJlwi山four dis血ct

seasons, viz. a cool and rainy..T.I-Ln!eTL7tT〇ヽ･emberto March), a hot and dけSu皿IICr (June to September)

and the rel血vely short spriJlg (March to May) and auhmn (September to October)･

R血血1l

Based on average aJVLual rain弧Syi-ia
ll舶beelLじ払siLedinto丘ve agTO-eCOlogjcai zorl-eS, Ofwhich

the缶st israted as having瓜e best potenbalfor rainたd agricultural.All four ProjectArea Sites are

inrainihl1 2Dne 1 hdicahngthatthe average armual rainfd exceeds 350 mm and does not fallbelow

300 mmin2 out of3 years-

Typicany for a MediteTrmean ClimateフmOSt rainfhllsin仇e whter months and notinthe main stmer

growing season and rainhu totals show considerable variabon between years･ 7be late rain丘山inMarch,

Apdand May, espechny toward;也eeast ofqle
Area, where totalrainfhn is less, is the main

determinant of crop yields'･Un∫ehbuityoflate ralnS'is said to be a greater constraint on yields'thaJl

below average tAn1s･ 0也er cited adverse factors are a late start of the rainsinsome years or excessive

raiTIS 8t SOme pOintinthe December-February pedod.

TemDerattm

MeaJl monthly temperatures at也e Homs and Hama MeteorologicalStadons range丘om 6 degrees C･

to 7 degrees CinJanuary to 26 degrees C to 28 degrees CinAugtut, h Misyaftown, overall mean

dany temperattues are similar to Homs and Hama, but血e rnem.miLminJanuaTyand FebruBJy is

generally a litde below 0 degree C,wihlst the AllguSt mean mamum approaches 37 degrees C･

At LowerAldtudes mean temPerah止eSinAugust, rn血-tml ternPeratureS are around 33･5 degrees C,

but血ght temperature are a relatively cool 16 degrees C.

the lnOSt important factor toinnuence crop PrOducdon lS prObablvwinteT h10St5 ra山er山an excessive

ternperaturesalthoughsome summer ex廿emes adversely affect maize grainyields･ Night血)stsoccur

regtdady acfOSS也e Sitesand in也e cu汀ent 1991/92 season more prolonged periods 0rCOld wea仏er

with丘ost and snow are blaJned for some loss of wheat yields, whist young ohve plantadons a long

血e westem edge of the Homs Site appear also to have suffered.

Winds

元&wind speedincreasesinstmer and on average ismuch hgherinHoms也anin Hama, reachhg

to 6 to 7 m/s as compared to 3･515 m/s･ Winds tend to be strongestinsotdhem Homs wherethe Site

is under仇e immediatein8uence of the gap and where仇ewind is accelerated bv a naturalfurmel-hke

situa也on.
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Acrossthe Homs and Hama Sites,the lack of trees or other naturalwmd-gTea13 mearuthat w山d

damage may o∝w to crops grown outside sheltered vanevs or houows, whist sodd erosionin也e

stmer dry season is
a血rd･ h addition 8 number or七ee飢1its such as apples and pears, are very

suscep血1e towind血-ageandthe plan血g of shelter belts is usually recorrunended for more exposed

sites･Wind
is parhcularly reported to be a

probleminrespect of tree cropsin山e Mi5yaf Site, but

olives,the popular choice here, are rather more tolerantthanrnost other飢1its.

Hydrologv

rrheTe are nO dverswi也血the Homs Pro ect Site butthe Orontes River bordeTSthe eastem side of the

Homs ProjectArea. There are numerous small wadis whichfuncdon as drahsinthe ralny Season but

do not carry water a飴r May. Seven reservoirs are locatedin血e westem part Ofthe Homs Site, of

which Taldau h止e (160ha) is血e largest, Numerわus ponds are scattered throughout也e Site serving

as water places forlivestock. h much of the Site,underground water i5 Shdllow. Some wells are Only

20 m deep. h也e eastem part, wh訂e reserves are greater. Water, for domestic aJld imgadon purposes,

盟generany PumPed缶orn a depdl Orbeiween 40 to 70 m.

rrhere are no hversin血e Hama Site. On也e southem boundary也ere i5也eAl-RastaJI Reservoh hto

which也e whole Sitei5 drmiedvia several small wadis.As血Homs they do not carry WareT a丘eT May.

Ground water reserves, tapped at abollt 40 to 70 m depth are tued for irriga+jor1and domesbc p1ⅡpOSeS.

The sou也em and eastem parts of也e HamaNisvaf Site are drained by til･eSoyd3 ,in°Sarot RIVerS･

The remainder of the Site Consists ofdけbut poorly drained valleys and ofgendy sloping limestone

hius which are drained by sman wadis in nor也erly血ecdon･ Few spnngswi仇a low dlSChalge are

fol皿d across血e area,thoughnear Misyad toⅥ1 Yens are foundwitha discharge a5 high a5 100 Vs,

and To

The Homs and Hama Sites tothe Sheen Plateau which is a血一 to undulating lava pl血of
Neogene age Withvariousin-Blled depressionswithanuvial and lacusbine sediments. The nordlem

and southwestem parts of the Hama Siteconsists of low hrnestone hills which are part of the Misyaf

Phteau of Cretaceous age･ The larger part of the plainhas elcvation5 between 40G to 500 m/The slope

of the hva p血I isgenerany lessthan 2 percentwithoccasionalslopes upto 6 percent･ ne limestone

hills are usuauy lessthan 12 percent steep.

The hva pk血consists of two different types ofplateau basalts a)asaltand anarne5ite) aJld its sur伝ce

軽coveredwithl喝e quantides ofloose round basalt stones and bouldersindifferent densides and

sJm andwithscattered basalbc rock outcrops. T也e stoniness varies from less thaEl 10 to more than

90 percent.

In旦聖聖生thelava
Phinis much less covered by basa出c stones and bouldersthanin也e Homs Site

most porbably due tothe fhctthat stones and boulders have been collected to build也e Rastan Dam.

The Mi5yaf Study Site corLSists of denuded low l血estone hnls andwide phin-比e dry valleys between

400 and 500 m a.s-i The止mestone bins consist of poorly bedded l血estone of Cretaceous age･ The

wide valleyinthe westem part is located between 450 to 465 m andthe alluvial valleyalongthe Soyda

ziveris s血ated at aJlal血de between 395 to 380 m_ nle Surhce of the vauevL" generally covered bv

10 to 25 peTCent Of sm姐and medium-sized angular stones ofhnestone origin.

Sod T es and Potential

The dominant soilsinthe Homs and liaJna Sites are ftTble Vertisols 0:nticand Typic Chromoxerer's)
fomlerly knovm as r'GrtmLuOIs･''TTleir main characterisbc is that dl chemical proI)erdes are Ⅱ】ore or

less balancedthEOughout die prO61e, The soils have a moderate to highwaterl101dlngCapacity
depend山g on soild depth. Very favourable arethe high Cadon ExchaJlge Capacity ( C_冒.C.),the ph

value ranging丘orn 6 to 7･5, (whichallows a maximl皿intake ofnubients by
roots),a moderate to ugh

amount ofavai1able phosphatein血e topso止, and也e presence ofsuiBcient lime tllTOughout the

pro61e.

H冠



The soil'scapacity for wheat producdon is higltifsu缶cient vmter is avanable or ifaJl adequate

drainage system lS PreSentin005e Ofwater logglng･ Howeverin005e Ofmoderately shauow sons

(40JO cm deep),a 30 to 40percent yield reducbon should be takeninto accotmt because of reduced

roo血g condidon5. The main disadvBnt喝e Of VeTdso15 isthe dif5cult workability･ Dtuhg也e rain)'

season仕1ey become very Pl血c and sdcky which at山一es makes也em prac也cauyinaccessible wide

during dry periods the pro61e dries out and也e soil becomes very hard･

The山∬1eStOTle areas Ofthe h且ma, H8ma/MisyafhBVe mainly shuow soiLsinthe order Of40 to 50 cm

o-i伽c XerordlenLs or
xerochrepts),thoughthey苧eshanowinHamarMisyaらwhere sons oaen exceed

50 crnindepth･ ARerincreasingthe eqective roo血g depthsoilsinHamaNisyafwould be weu suited

for飢1it trees and olives, except forthe anuvial sods a long the Soyda hver･

Vegetation

About 14 dユtrerent grasses and herbs a=etypicany
foLuld as natuRJ vegetadon among dle StJ[ace

stones and bolddersinHoms and Hama. Most orthe grasses and herbs specleS Se7Ve aS fbdder for

anirnals, mainly for sheep･ There 8Ie nO rL血r山fore5tSinHomsand Hama･ Naturaland comrnercial

forests are stin found in various areiLS. The血1eStOne areas in Hama and Hama/Misyafhave a slmilar

natural grass, beTb and bush v喝etadon･

Present Lmd Use

Most of也e Land a raisedinthe Three Pro ect Area Sites is used, either for agriculture, forestD,. OI

for in缶asmcture, railways, housi喝aJldindusby･Al1 agncultufal areaswi山deeper soils and Least

sto血ess, especially thein-51led depressioTLSinthe Homs site, are ahLeady developed for rahfed and,

where Water i5 aV血able, for血酔ted agriculture- The very stony血Idinthe sou血eastem and

northeastem Hom主siteismardnally血ned and oRen exclusively tlSed for grazhg･

hl Hama, vast areas Of也e hva plainarealready used for rain fed croppmg except forthe very stony

areas which are only marginany血皿ed or used for申ngpurposesI The rocky lands of he hmestone

hills are used for grazmgand were suitable for opporturust or occasionalcropplng･ Young ohve groves

and vineyards have been observed on shallow soils aroundvillages.
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Fig. 1 : LOCATION MAP
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添付資料 3

The A 1ication Form for Ja ants Grant Aid

Apphca皿t : The Government of Syrian Anb Republic

Economic Sector : Agiculture但ducation)

Total ProjectCost :

projectTide : Establishment of Agriculttual

Training Center

Damascus Universlty

projectType: Consmction and Equioment Supply

5 million US douars

Responsible Ministry :

Ministry of Higher Education

l. PrjectDescrlPtlOn

Implementing Agency : Faculty of Agricultl汀e,

Damascus University

1
-Backgroundqlease

describe in detail)

(1) Current situation of the sector

Agriculture in Syria is one of the most important sector of the economy･ About half of山e population

live in nual and agriculturalareas ,with
it･sconuibuti6n

to GDP around 30%･ The pnncipalaim of

agriculture in Syria is to achieve food self-suf{lCiency,providing enough food for the growing

popula臼on which is cufrendy more than 14 million with annualgrowth rate at around 3･4%･

(2) Problems to be solved in the sector
'

The Syrian govemment has made various effom to increase agnculturalproducdon and income of the

farmers. In addidon to也e physical investment in agnculture sector,namely irrigadon and others, now

the Government recogruzeS urgent need of human resource development in agnculture sector･ Technicd

capabuities of universlty Students, government Officials as well as of the famltrS Should urgently tc

upgmded so as to meet the challenges and potendals of agricultural development in the country･

(3) Necessity and importance of improvement of die Sector Which lead to the formulation of the project

Modemized aDmCuluraltechnology,developed
in the country and elsewhere･should effecdvely be

disseminated and applied on the rleld to acrdeve the development goals of agriculture･ Hence the

ma又imum importance is phced on human resource development in agnculture sector･

(4)Relation between the sector and the project

The m血purpose of the project is ultimately to provide better access Of the farmers to modern ard

advanced a如culturaltechnologies necessary forincreased producdon and income･ To attain the purpose

systemadc ualnlng Of cadre of agents of agnculturd extension
in a broader sense is urgently required･

(5) Reasons why Japan･s Grant Aid is requested for this paTdcular project

Japan has broad experience in suengthening the linkage between Research and Development(R&D)and

Extention in agnculture,based on it7suaditional famuy type farmlngS･ So many coOperadon proJCCは

in this category ale recognized to have been made elsewhere by Japan

1
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2.10bjecdves and ouuine of the project

(1)Objectivesof the project

l. Short- term Objectives

To upgm& the practicd knowlege on m- agricultualtednolo訂Of
he university smdenb(5血

gmdefieldmiing)･agriculMalofFICen
includhg extension worke円弧d

leadhg f-ers for仙e

effecdve
disseminadon of advanced technology･

2. Medium and long-term Objectives

Reswch and educadon we the essendd roles of the university･
The AgricultualT血ing

Cent∝

is exfCCted to be a core Of山e FaCdcaluai血g
in the rleld of agncultue nadonwide･

3. Please fuuy describ山e relations
betw- the projectmd objecdves･wd

how山e projectwill

contribute to ule aCCOmphshment of the objecdves

AgriculhralDevelopment弧d
Human Reso∬CeS development - "in development goals of he

countq･ The project,加ough
it.spmcdcaluainings,

condbute to the血easd agriculmral

producdon
in susmiable

basis md mwpoWer
developmet at the gasSrOOb

level･

(2)Outline of the poject(Pleue give a full descripdon of each facuidy -uipment肌d加ir
detdd

spec ificado ns)

FollowlngS are the components Of the pro)eCt

1.Consmction

Buildings : Trainlng Buil血g

workshop& Warehouse

Generator House

Experirnent Farm with irrigadon

Exterior Works

2. Machineries and equipment

4
-Wheel

tractor 90HP

4-Wheel tractor 53HP

4-Wheel tractor 15･5 HP

2-Ⅶ1eel tractor W/implement
&trailer

Bottom plow

Reversible plow

Disk plow

RotAry tiller

Disk harrow

Rear grader

soil compactlng maCbiDe

B roadcaster

Manl∬e SpreadeI■

Vacuum Car

Ri dger

Ditcher

Front loader

Reciprocatlng mower

500 m2.

900 m2

25 m2.

50000 m2

2 units

2

1

1

1

1

2

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

tl J
L
J
-
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Disk mower

Tedler rake

Bai1er

Forage han'ester

Corn harvester

Pick-up, Double Cab･3 ton

Single unit power sprayer (45L什Ⅰ)

High pressure washer

Knap sack sprayer (25Lnvlin･)

Highperformance sprayer(truck mount)

Knapsack sprayer

Power packaged duster (tnlCk mount)

Hedge血mer

Maize sheller

Motor Bicycle 250cc

Gas masks

Photo copy machine

Audio Visual Equipment

(video camera,port2tble video recorder

wireless microphone,film projector,etc)

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

6

1

1

3

2

1 set

(3) Location of each equipment and facilities

Tlle project(AbdculturalTrainingCenter) will be established in the main experiment farm of dle

universlty
,located

at Khafabo,14 km from the center of Damascus

(4)Cost estimates(Please
describe in detailal1 the premises on which tlle Cost estimates are based such as

basic unit PrlCeS,inflation rate, esdmated costs of each facihty and item of equlPment･ Ifes血ated in local

currency,please mention the latest exchange rate of the currency to the US dollars?r Japanese Yen)

Total cost is estimated to 5 million US dollar
,breakdown

of which is shown as follows;

construction 4.0 million US dollars

Equipment l･0mi11ion US dollars

3. BenefitJIffect and Publicity of the project

(1) Population that will benefit direcuy from the project

Extensionists of the Ministry of a訂iculture

Leading farmers

Graduate 5tll yr.Students

Refreshing course for univ･ graduates

Total

/

･-r

t_

3 00 person/ye2u-

200

300

200

1000person/year

(2) Population山at will benefit indirec打y from the project

All oftherural population amountlng more than 6 millionwiu benerlt from the project

(3) Area that will benefit from the project

Nationwide

3



(4)Ecoornic and social effects of the project

のCurrent situation

Due to lack of he systemadc training Program ･farmen
have ve小mited

access tO the modem

technology avauable at the moment

(2)Expected effect of山e project

The projectwillgive也e solid
fowdadon to s江engthen agriculturalextension

by upo-ding血e

expemse , not only of me extenSionisu
but dso of d-ose conC-ed agriculbn aS a Whole･

(5) Publici岬ow many People
we expected to notice山e benerlt Or positive effed Of the project

implemented by Japants grant dd when
itis completed?)

Beau鋸Of the proximity of ne projectsite to山e capitd ( about 15km from the centerOfD-おCuS)

itwill widely be nodced by Syrian ci血ens and foreigners staying in the country･

4. Request tO Other dclnOrS

(1)1s山ere wy request made to other donors forおSistwce closely rehted to this project?

1.Yes 2･No request is m35e

(2)1f yes,please
fillin bellow:

l.Names of donors

2.Title and outline of die assistance

3.Possibilities that the donor will extend山e assistance requested;

4. In山e c脱Where other dono指do not ex伽d鮎Sistwce,please
describe in detail appropriateness afd

effectiveness of this projeCt･

5. 1n也e cas-hue other dono指eXtend loans,pleおe describe the reason Why Japants gr弧taid

requested for the project

5. Priority

(please descri叫iority of this projectamong
Other projects

for which the requeSb訂e made to Japm)

to be described

(please atはCh project
list with priorities)

6.Ministry and Agency ln Cl-aTge Of the project

(1) Outune of implementing AgencyO)lease descritx in detau)

Faculty of Agriculture,Damascus
University

(1)Organizadon Chan of the Agency (in general)

(please mNk the responsible
department and division in chwge of t】-eproject)

4
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t_



°han to be provided

(2) Autorities and duties of the Agency

HigherEAucadon ･train1ng
and research in the rleld of agnculturalsciences･

(3)Pe指Ormel(Please mention the number of staff-hers and employees of the agency and the responsible

department,division and secdon in charge of山e project)

To be providd

(4) Budget (Revenue and Expenditue)

(umen臼oned in loc由cuuency,please mendon the latest foreign exchange rate Of he c皿･enCy tO山e

us dollars or Japanese Yen)

To be provided

(2) Outline of the Supervising Ministry(Please describe in detau)

(1)Organizadon Chart of the Ministry (in general)

(please mark the responsible department and division in charge of tl-eproject)

MinistTy Of Higher Education

(2)Authorities and dudes of the Minish'y

Generalspervision

@urther elaboration to be made if possible)

(3)Pe柑OnnelPlease mention the number of st札workers and employees of the Mini占try and the

responsible depa托ment,division and secdon)

To be provided

(4) Budget(Revenue and Ex四nditure)

(u mendoned in localcurrency･please s也te the latest foreign exchange rate Of the currency tO the

us dollars or Japanese Yen)

To be provided

7. Preparation

(1) Projectsite (PIease atuch photographs and maps of the site with various scales includhg that of

lOOOO:1)

To be attached

(1) (a)Address o川Ie Site

∫-i

∴ト



Tr血Iing Center
,m-arabo,Damascus,S

yria

(b)Total a陀a Of the site

60ha

(2)Ⅰユ11dpreparation

(a)To which extent has theland been expropriated fo山e project?

It isalready the property of the Faculty,

仲) Ⅶlen Will the expropriadon of the land be completed?

No need for expropnation of land

(2)Elec打iciりr,Watersupply
,Telephone♪血nage

and o山er facilities･

(please descntx:血e extent of which above mendoned incidental facilides have been prepared)

whole the necessary faci山es are avanable at the site･

(3) Is山ere any informa臼on
,statisdcs

and data regarding geog招Phical,geological,meteorological,

oce2LnOgraPhicalsituations,etc･

Nothing particular to be mentioned･

8･ Capacity Of the implementing Agency

(please describe the capabilities of the agency to manage
,sustain

and operate the project)

(1)CⅦTent Situation

Lack of the practicaltraining of the advanced agnculturaltechnology for government ofrlCials including

extension of[lCerS,aS Well as the leading farmers and university Students,inhibited their access to山e

modem technology developed in the country and abroad･ Therefore,systemadc training program Should

urgently be initiated･

(2) Problems of the Agency

shortage of necessary equlPment and machineries for the implementation of the proFX)Sed program･

(3)Improvement Planロfany,Please describe in detail the contents of sucl- a plan that will enable the Agency

to handle the projectmore effectively and efficiently)

9. Operation and Management of the Project:

(1)Personnel(Please fillin the number of personnel

Cu打ent

t

when the project is completed

Supervising Ministry

Implementlng Agency

Directly responsible personnel

6



(山e case of hospitdsJeSe訂Ch institutes andmiing centen･please atuch the functionalcharb)

(h the case where necessary Personnel
are not yet Secured ,when

and how this is to be done)

(2) Budget (Please fillin the budget beuow table)

(u mendoned in localcurTenCy,Please sute血e latest foreign exchange rateOf山e currency tO山e

us dollars or the Japanese Yen)

2years ago lyear ago

supervising Minisuy

lmplemenung Agency

Direct Budget of dle

project

now wllen山e prqJeCt Will

be completed

(In the case where a a-onanudgetan, auOCadon is needd for the implemenution of the pro)eCt,

please answer the following quesdon)

(1) Has the addidonal budget been aheadyal1ocaled?

1.Yes 2. No

(2)If no,how and when will the additionalbudget
beallocated?

Tobestated

(3)Techicalabilities of l∝alstaff

(1) Please descrit-chnicalabilities of localstaff operadng project

competent adminisuadve and teaching staff of the Faculty of ADmiculture we available for仙e

implementation of the proJeCt･

(2)Plea班dおCrit*in detau educadonal background of those who ue in chuge of the operadon訂d

management of山e
facilities and equlPment･

Teaching Staff 58 with PhD degree ･

Administradve Staff

O山er employees

Mecllanics

Drivers

O山ers

!0. List or otller project:

(pleおe fillin bellow if there is a projectexecuted
by another donor counUy Or internahonal organbation

in related areas)

ヽ

ヒ._
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(1) Name ofdDnOr

(2)PrqjectTitle

(3)PrqjectOutline

(4)TypeofAssistance

(Grantユ.oan,TechnicalAssistance,etc.)

(5)ProjectPeriod

(6)Relation with this project

1 1. TechnicalAssist2ulCe

(1) Has TechnicalAssistaJICe been extended to ulis project?

1. Yes 2.No

(2)Is TechnicalAssisLanCe r励ed for the implementation of the project?

1.Yes 2. No

(3)If no,please descritx the reason why TechnicalAssistance is not needed･

(4)If yes,please fillin bellow･

(1) Short
-term experts

(2) Long-term experts

(3) Acceptance of trAmees

(4) Project-typeTechnicalC∞peration

Gf needed,please describe the proposed projectoutline)

(5) Japan Overseas Coopera山on Volunteers

Of needed,please describe the prol氾Sed sector and related information)

(6) Development Survey Program(Feasibility Study and Master Plan Study)

(Ifneeded,please describe the outline of tlle PrOfK)Sed development study program)

(5) Has an officialrequest for technical assistance t光enalready rrntb?

(1)Yes (2)No

(3) If yes,please mention the date of the request

(4)汀no,please describe tile reason Why the officialrequest has not yet t光en made･

(5) When will the request be made to the Embassy of Japan?



Il- Gcnerd Development Plan

Title ()fthe plan (Pleaseattach the ､､,hole vo】u皿e CrU-ごIutesl generLJ dLtVCl()I)mCn! 1)iun.)

Five Year Plall for Developmen【

7Tle economical and social development putt Five Year Deve】()pTTlent P】肌l-or ul亡

ncxt stage lS presently under preT)amdon in State PlamulB Com7ni5Sion/P7jme

Minisby.

2. Economic and Social SituBLdon

(P7ease rnendon the basic 5tadstics o[econorT.i⊂ hlndamentals.)

(])GNP
525-043 Miujon S-P. in 199】

(3) National income, Sector by Sector

ln 1991 (GTOSSl

AgTi c ul ru∫e

Buuding &Con5trllC=} 〇TI

Tr3JupO11 & Com:1unicこ.ion

Pri＼･ateNon-pro丘t Seni〇es

i35.5〔)7

33,I?i

エ弓.9TS

r),i云5

こ二:I- TT::'i､､TT.
S ㍗

トてin-iぎarid
･l､:LTl/u

!:i-･･CTTllJ一望io3,3Sp

'ふ-TiO:esa:e£ Re:.1JI T丁こde 76,31_3

G〇＼･e==,.e二: Ser∴ごe J3,7.S5

Sこ)ここ31& Pこ:TC'JrL.-.ilS亡nrCC 1 i
,3TJ

Finance 良 TTl.<.1Ta:1Ce 1 1.BIO

(3)し加mployment RAte

-i)ln'KnnWn (1･atestregistered unerr!plc)yment
_.71te

i5とt 30,6Ol irl･199!)

(4)hlnadon Rate

19S7- 198S 34.6c,I.(imfT.Intemat]'onal Financial Statistics)

(.5)Growth Rate

Unknovm (Latestre由5teredgrowth rate is l 1
,3?,ノ;

in 1988)

(6')Balance Oflntemadonal Payments

Unlmown (Latestregisteredbalance is 344 USD Miuonin1989)

(71 lJaL)or Populadon (as a whole, and sector by sector)
unit thot15乙Inこj

VnlO le

～)16,952.-

～hわg and Manufacture

Commercial a Lnsurance

Comrnurdtv & Social Service

F:lec打うc]ty､Gas & Water

(H) L)cL)ISL,rVice Ratjし)

19.q.q

(i_))Out5fiUl(Llng Dcbts

t99-1

23.9%

3,249,936.-

6,651,-

24,651,-

95】,104.1

8,422.-

USD 15 Million

9.

AぎうcultllTe

Building 良 ConsmlLILIOn 3･lO,丁7L)･-

Tr-dnSPOrtation a StorhgC loo.965･-

Convertlng 】ndu5uγ
･15or.

I 62･-



(10) Major iteTnS OfExports and lmr)orts and山cir value

Exportin1991

Export: Crude Oi1 30,395M3

R8W Woven F以Tic 783

TTTlr)(つTt:Stee1 2,715

Cereol i,1 70

(11) Major Trading Partner

in 1991inS.P(oop) Re-ExpoH

ImT)Orl in 199】

Aユcbouc 8｣3

Cu Product 1,9｣(ち

nour 46 I

Exports TmporTs

Europem Union 279,44l ･- 18,432,263: 1 1
,437,4胡･-

Ex-U.S.S.R 65,870 7,259.629.- ｣ I 7,8｣5.-

C血a 355.-

U.S.A 230,703

Japan 15,463/

8,LI20.- 632300.-

20g,459/ 2､907,8dl ,-

284,79l.- 1,｣03,R36,I

(12二)PoDulation and its GrowthRate

Popuhtion : 13 Minion in 1992

Grow也Rate : 3.6% d血巳1930-]988

(I3)Average ufe ExpectBLnCy (Male and Female)

Male : 64in1988

Female : 67in1988

(ill)Death R.ate and BirthR_ate

UnblWOn

l二i5.'1h'ed]ca'l StnlCtllre

h199l

'Average number ofT)erSOnS Per Ph).sician 106l
+ 'r " '' '' ''

dentist 27g7
' '' '' '' '' ''

phaT. 3100

事Number ofmidwives 4443

+

NuTnbeT Ofnurses 130R3

'Number of-hospitAles (privatLt
State) and 235

SanaatoritlmS

* Nu皿berofbeds 13885 an average or902 persons Per bed

(16)Ten 7hseases most afnicting也e nadon

7t)BERCULOSIS, TETANOS, DIP汀1'1 fI;kし＼,POLl(つ,.TvlヒASLESくt ()Lhers

(l]7.1 llllr-CraCyRate (orL,iteracy Ralc)
58% at 1980

(1引C)血e∫Data

N/A

3- Ou山e of山e Plan

(り･uost lrnportant Sectorsinule Pl･dn

:lqTICLJ ttlralSector and lmgati()∩

(2) P,こjS….iOhjccTi＼′esortJle Plan

(r'leユSedescribeindetan山e
objecdves by u血l呂COTICrCl亡仁gLlreS,)

(二3)Ilow w血山e above-menboned objectives
be uchievL:d?

(PIc'1SCmention spec]lt3c r)roject5and progT(lm tO nChJ-e､′e †hwhjecriveL)

!0.



4- When町山plan be executed and completed?

5･ ReLadons berween山はprOjeCl ,And the.qeneraldevelopmentっ1･d1し

(P一easedescribe the sigTli6ance ot◆the projectin the general r)J3n.)

6- Is there any assistLnCe仕-at other donors have extendedJ'wnl e･yIL･nd to山e projects

Bnd/or program hstedinthe General PlaJl?

Cl)Yes. (ii)也

(hi)Ifyes, pleasegive basicinformadon on山e assistance

(a)Name of Donor

仲)Pro.1'ectTide

(c)Pro)'ect cost

(d)Type ofAssi5tBnCe (GTant,Tecr血calAssistBnCe, etC..:)

(e)ProjectOutline

Åttached

ll.-

t
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ロ■三の`又歴

日程表
調査員並びに経歴

日数 年月日l出発地l到着叫宿泊叫
備考 調査員名 経歴

1 臥7.5.12金 成田 パリ■ パリ S&E]NH205(ll:40-l7:05) 土屋晴男

岩本彰

TS口CHⅠYAⅠ1aruo

s.10.3.8生(60才)

s.34.3北海道大学農学部卒業

s.34.4-46.9農林水産省

s.46.10-51.3外務省

s.51.4-58.8農林水産省

2

3

4

13土

14日

15月

パリ

ダマスカス

ダマスカス

ホムス

ダマスカス
′′

ホムス

移動日AF8172(14:00-19:40)

JⅠCA､EOJ､ダマスカス大

学農学部打合せ

農業省､FTDP打合せ､移動

5 46火 ホムス アレッポ アレッポ ホムス､イドリブ現地調査､移動

6 17水 アレッポ ノヽマ ′ヽマ オランテス.ベースン現地調査､移動 s.58.9-62.3JⅠCA

s.62.4-tu.2農林水産省

ⅠⅠ.1.3-6.2FAO

tⅠ.6.3-6.9農林水産省
H.7.1-現在太陽コンサルタンツ(棉

海外事業本郡理事

IWAMOTOAkira

s.32.3.23生(38才)

s.54.3日本大学農獣医学部卒業

s.56.3日本大学院農学研究科修了

s.56.4-現在太陽コンサルタンツ(棉
海外事業本部主幹

7 18木 ノ＼マ ダマスカス ダマスカス コースタル.ベ-スン現地調査､移動

8 19金 ダマスカス デルゾ-ル デルゾ-ル

′′

移動日

9

10

20土

21日

デルゾ-ル

ハツサケ

ハツサケ

デルゾ-ル

移動､ハツサケ現地調査､

移動

ll デルゾ-ル アレッポ アレッポ 移動日

12

13

14

15

16

22月

23火

24水

25木

26金

27土

アレッポ

ダマスカス

パリ

ダマスカス

パリ

成田

ダマスカス
′′

′′

′′

機中泊

′′

FAO､JⅠCA報告

感慨省､計画省打合せ

JⅠCA､EOJ報告

移動ÅF8173(08:20-12:20)

移動NR206(19‥35z14:15,



2.面会者リスト

シリア国関係者

Facul ricuttu re

Dr.Hammed Kawal Pean)

Atinistry of Agric.ulture & AgTarian軍cfoチア叩OA)-:I
MTA tiah A I-Hind)', A sstManager Ph7nn]'ngDeptMang･)
MrRouad Dehneh, Ma77ager (Arab & Internat71onal Rek7(ion Dept･)

Fruit Tree Develo_Dment Proll'ect l下TDPl:
EngBassel Telk), GeneraZManager

E71gAd71a7) A)I-
,
Hama BrManager

Eng.Soult-man Moulhem , Homs BrManager

EngNader Al-ShL'ch R72aLtL CentTaZ WoT*-Shop I'n Homs

Orontes Basin I)irectorate ama

Eng.Sa汚R72eirBek, General Manager

ET7g. Wahz'b Zejtoune,加t71on Dept.

Coastal Basin Directorate ttakia

Eng-Ayou b A I-Haj,Depu少Tech77ical Gen-Dzlrector

Tigris & Ⅹ血abour Basin作Iassakehl:
EngMuhammad A dnaTI MeT7a, General D('T'eC[or

E77gAl]'KoutTib, ManageT･ PZanm-77g Depf･)

日本国関係者

日本国大使館

JICAシリア事務所

ICARDA

JOCV

昭莱本山

雄

毅
泉
久

森
中
木

小
田
午

啓晴田藤

平田 昌弘

異常 仁志

古賀 直樹

専門調査員(経協担当)

所長

所員

協力専門員(水資源開発専門家)

JIRCUS研究員

協力隊貞(ICARDA)

協力隊員(ICARDA)

協力隊貞(ハツサケ)



ユー「ニ声71Iニ†l一一tT巧1－L、

ユーフラテス川（デリゾール郊外）

・竹下叫北部T′′Tu・・rI唯勢と囁呈

ハッサケ州北部アジス山の地勢と植生

1ナナ帖北部丁ノア山乃池野・土用生



′・、ノサケ州北部7シフ山の昭封軒こ打ナ志土壌蕎亡師壬

ハッサケ州北部アジス山の傾斜地における土壌流亡調査

′ヽノナナ州北部7㌧′ニ山の博引他に釘ナる土鳩滞亡評査

ハッサケ州北部アジス山の傾斜地における土壌流亡調査

巾プア・7■チヒ十パン・を埠・∵、∴ナナ刊県別欒声



ヤフー1川膚椚事業に・叶、席で・サナタJ

カブール川灌漑事業の水源のハッサケダム

′1Lノサケタ⊥漬T（つ事象坤膚叶指

ハッサケダム直下の幹線道水路

一十十十タ⊥T．，町了攣佗



アレッポ近郊畑作地帯

ホムスの石礫地帯での農地造成

ハマの石礫地帯での農地造成



一㌢TTTT十字嗅革新吋環欒甥軍紗象

ダマスカス大学農学部付属農場実験棟

rTT十丁十亨疇革節付Ⅷ町軍

ダマスカス大学農学部付属農場

き77台フ千草尊堂軒イ十覆鴨璃
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